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８
月
４
日
の
夜
、
神
宮
球
場

は
満
員
の
観
客
が
歌
う
東
京
音

頭
に
つ
つ
ま
れ
た

昨
年
の

セ
・
リ
ー
グ
覇
者
、
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
は
苦
し
い
状
況
に

あ
っ
た
。
優
勝
を
支
え
た
主
力

選
手
陣
は
退
団
や
相
次
ぐ
怪
我

に
よ
り
チ
ー
ム
を
離
れ
、
リ
ー

グ
最
下
位
に
転
落
し
て
い
た
の

だ

悪
夢
の
中
、
今
年
絶
好
調

の
広
島
打
線
を
６
回
無
失
点
に

抑
え
、
神
宮
の
マ
ウ
ン
ド
へ
勝

ち
投
手
と
し
て
舞
い
戻
っ
た
の

は
由
規
（
本
名
：
佐
藤
由
規
）

投
手
で
あ
る

仙
台
育
英
高
で

甲
子
園
に
出
場
、
プ
ロ
３
年
目

の
２
０
１
０
年
に
は
当
時
の
日

本
人
最
速
と
な
る
１
６
１
キ
ロ

を
叩
き
出
し
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

将
来
の
エ
ー
ス
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
た

し
か
し
、
翌
年
の

シ
ー
ズ
ン
終
盤
、投
手
の
財
産
、

選
手
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
右

肩
の
故
障
に
よ
り
一
軍
登
録
を

抹
消
。右
肩
の
手
術
に
挑
む
が
、

リ
ハ
ビ
リ
の
繰
り
返
し
で
一
軍

の
登
板
が
な
い
ま
ま
４
年
が
経

過
、
球
団
は
由
規
投
手
を
育
成

契
約
に
降
格
し
た

ゼ
ロ
か
ら

の
再
ス
タ
ー
ト
、「
も
う
一
度

神
宮
で
」
と
、
ど
ん
な
と
き
も

諦
め
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い

う
。
一
軍
マ
ウ
ン
ド
に
戻
る
た

め
だ
け
、自
慢
の
速
球
を
捨
て
、

変
化
球
主
体
の
投
球
ス
タ
イ
ル

に
変
え
た
。
球
団
は
５
年
間
も

投
げ
て
い
な
い
選
手
を
戦
力
外

に
し
な
か
っ
た
。
ス
ワ
ロ
ー
ズ

フ
ァ
ン
は
い
つ
ま
で
も
待
ち
続

け
た
。
誰
も
が
希
望
を
捨
て
な

か
っ
た

不
屈
の
魂
で
５
年
ぶ

り
の
復
帰
を
果
た
し
た
。
由
規

の
力
投
で
ス
ワ
ロ
ー
ズ
は
最
下

位
を
脱
出
し
た
。
５
年
間
を
支

え
続
け
た
球
団
、
フ
ァ
ン
の
た

め
、
由
規
は
強
い
意
思
で
マ
ウ

ン
ド
に
立
ち
、
全
力
で
右
腕
を

振
り
抜
く
。

音楽ライブに出演予定のキュウソネコカミ

一
人
ひ
と
り
が
新
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て

さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
た
新
月
祭
２
０
１
６

◦
２
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

◦
３
面
　
日
進
月
歩

【
連
載
】
追
跡
!! 

Ｓ
Ｇ
Ｕ

◦
４
，５
面
　
関
学
の
七
不
思
議

◦
６
面
　
教
授
の
背
中

お
店
探
し
隊

◦
７
面
　
連
載
記
事

◦
８
面

Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
し
に
関
学
へ
？

　
今
年
も
、
本
学
三
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
月
祭
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
る
。
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
22
日（
土
）と 

23
日（
日
）、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
11
月
３
日（
祝
）か
ら
６
日（
日
）、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
11
月
12
日（
土
）と 

13
日（
日
）と
い
う
日
程
だ
。

トークショーに出演予定の玉木宏さん

　
関
西
学
院
大
学
新
月
祭

２
０
１
６
実
行
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
る
村
上
和
希
さ
ん
（
経
・

３
）
は
、
大
学
祭
を
全
関
学
生
を

取
り
込
ん
だ
も
の
に
し
、
ま
た
１

人
で
も
多
く
の
人
に
来
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
、
従
来
と
比
べ

様
々
な
変
革
を
行
っ
た
。

　
そ
の
１
つ
が
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

で
あ
る
。
今
ま
で
は
実
行
委
員
会

が
決
め
て
い
た
が
、
今
年
は
公
募

制
を
と
っ
た
。
ま
た
、「
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
は
方
向
性

を
決
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
た

め
、
今
年
は
名
称
を
「
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
」
に
変
更
し
、
学
生
主
体

で
よ
り
柔
軟
に
創
り
あ
げ
て
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。
今
年
の
新
月
祭

２
０
１
６
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
︱
ヒ
カ
リ
︱ 

こ
の
月
は
僕
ら
を

輝
か
せ
る
」
で
あ
る
。
本
学
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
「
月
」
が
、
企

画
す
る
人
や
出
演
す
る
人
、
一
人

ひ
と
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
輝

か
せ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
当
日
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
自
体

に
も
変
更
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
今
年
は

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

出
演
者
は
俳
優
の
玉
木
宏
さ
ん
。

総
部
放
送
局
に
よ
る
Ｍ
Ｃ
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
と
な
る
。
ま
た
、
毎

年
最
終
日
に
行
わ
れ
一
番
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
は
、
今
ま

で
と
比
べ
時
間
が
早
く
な
る
。
今

年
の
出
演
者
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
本
学
の
卒
業
生
と
い
う
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
「
キ
ュ
ウ
ソ
ネ
コ
カ
ミ
」

で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
の
前
座
も
、
今

ま
で
の
実
行
委
員
会
の
委
員
長
に

よ
る
も
の
と
違
い
、
今
年
は
Ｆ
Ｍ

８
０
２
の
Ｄ
Ｊ
で
、
本
学
文
学
部

卒
業
生
（
２
０
１
０
年
卒
）
の 

鬼き

頭と
う
由ゆ

芽め

さ
ん
が
務
め
る
。

　
さ
ら
に
、
関
学
生
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
今
年

初
め
て
行
わ
れ
る
。
テ
ー
マ
は

「
個
性
」。
出
演
者
が
私
服
で
ラ
ン 

ウ
ェ
イ
を
歩
く
一
般
部
門
と
、
仮

装
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
く
仮
装
部

門
が
あ
り
、
27
人
が
出
演
す
る
予

定
だ
。
こ
の
他
に
も
、
お
笑
い
芸

人
を
呼
ん
で
行
う
お
笑
い
ラ
イ
ブ

や
、
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

模
擬
店
な
ど
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

る
。
村
上
さ
ん
は
、「
関
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、
他
大
学
の
人
も
、
一

般
の
人
も
、
ど
ん
な
人
に
も
『
行

き
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
大
学
祭
に
し
た
い
」と
話
す
。

例
年
に
比
べ
、
さ
ら
に
進
化
し
た

新
月
祭
２
０
１
６
。
楽
し
め
る
こ

と
間
違
い
な
し
だ
。

新月祭2016実行委員会委員長の村上さん

　
今
年
度
よ
り
本
学
に
設
置
さ
れ

た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。

　
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部

棟
２
階
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で

起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
ほ
か
、
若
者
に
と
っ
て
身

近
な
問
題
で
あ
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
に

も
対
応
し
て
い
る
。
開
室
日
時
は

原
則
と
し
て
火
、
木
、
金
曜
日
の

10
時
か
ら
16
時
45
分
だ
。
メ
ー
ル

で
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、

先
約
の
相
談
者
が
い
な
い
場
合
に

は
、
当
日
飛
び
込
み
で
の
面
談
も

で
き
る
。
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
や
就
職
活
動
な
ど
で
遠
隔

地
に
い
る
学
生
に
対
し
て
は
、
電

話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

る
。
匿
名
で
の
相
談
も
可
能
だ
。

ま
た
、
７
月
に
開
設
し
た
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
開

室
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、
予
約
か
ら
面

談
実
施
ま
で
の
流
れ
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン
タ
ー

常
駐
相
談
員
の
杉
村
直
哉
さ
ん

は
、
年
間
約
３
０
０
件
の
新
規
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
を
受
け
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｈ
（http://

www.naah.jp/

）
か
ら
派
遣
さ

れ
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
管
理
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
だ
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
女
性
相
談
員
を
希
望
す
る
こ

と
も
で
き
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事

の
御お

輿ご
し

久
美
子
さ
ん
が
対
応
し

て
く
れ
る
。
御
輿
さ
ん
は
「
た
と

え
解
決
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て

も
、
そ
の
間
不
安
な
気
持
ち
に
な

ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
で
、
構
え
ず
安
心
し
て
相

談
に
来
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
最
後
に
杉
村
さ
ん
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
な
く
す
た
め
に
重
要
な

こ
と
と
し
て
、
防
止
の
取
り
組
み

や
啓
発
活
動
を
挙
げ
「
研
修
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
学
生
団

体
の
代
表
者
な
ど
は
ぜ
ひ
相
談
に

来
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
関
心
を

高
め
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

勇気を出して声あげて
ハラスメント相談センター
　　　　　今年度より開設

日　付 イベント 時　間 場　所

神戸三田キャンパス

10月22日（土）
〜23日（日） アカデミック・ラボ

22日
12:40〜16:30 アカデミックコモンズ

アクティブラーニングゾーン23日
10:00〜14:30

10月22日(土)
〜23日(日)

模擬店カップ2016
（投票）

22日
12:40〜17:20 アカデミックコモンズ前

広場特設テント／ランバス
記念礼拝堂前特設テント23日

10:00〜13:00

模擬店カップ2016
（審査・結果発表）

23日　
15:00〜16:00

アカデミックコモンズ前
広場特設ステージ

（雨天時：第三厚生棟
 特設ステージ）

10月22日(土)
〜23日(日) さんだわくわくの森

22日
12:40〜16:30 正門横芝生

（雨天時：神戸三田
キャンパス体育館）23日

10:00〜16:30

10月23日（日） ロザンの課外授業（勉強する前に）
〜芸人×勉強〜 13:30〜14:50 VI号館101号教室

西宮上ケ原キャンパス

11月３日（祝） 関学イルミネーションLIVE
〜月夜に煌めく海のメロディー〜 17:20〜18:30 中央芝生

（雨天中止の可能性有）

11月３日（祝）
〜５日（土）

模擬店グランプリ
〜モギテンブンノイチ〜

（予選）

３日
12:40〜17:20

西宮上ケ原キャンパス
図書館前特設テント

４日
10:00〜17:20

５日
10:00〜11:30

模擬店グランプリ
〜モギテンブンノイチ〜

（決勝）

５日
14:30〜15:20

西宮上ケ原キャンパス
図書館前特設ステージ

（雨天時：第５別館
101教室）

11月４日（金）K.G.AWARD’16 〜everything is possible〜 14:00〜16:15 中央講堂
（125周年記念講堂）

11月４日（金）K.G.Festival Collection 〜I am…〜 16:30〜17:10 学生会館ホール

11月５日（土） 玉木宏　トークショー 14:00〜15:00 中央講堂
（125周年記念講堂）

11月６日（日）
FM802 「ROCK KIDS 802 SPECIAL LIVE！ 祭！祭！祭！」

キュウソネコカミLIVE 2016
〜Welcom Home! KG vibration!!〜

15:45〜17:15 中央芝生

西宮聖和キャンパス

11月12日（土） わくわくフェスティバル2016
（ステージ発表） 13:30〜16:00 １号館横ステージ

（雨天時：山川記念館）

11月12日（土）
〜13日（日）

わくわくフェスティバル2016
（作品展示）

12日
12:40〜17:00 山川記念館前芝生

（雨天時：山川記念館）13日
10:00〜17:00

11月12日（土）
〜13日（日） にこっとらんど

12日
12:40〜17:00

西宮聖和キャンパス
図書館前芝生

（雨天時：６号館生協 
２階 学 生 ラ ウ ン ジ ／ 
５号館１階ロビー）

13日
10:00〜17:00

11月13日（日） 喜笑典結
〜祭を彩る笑顔の花〜 17:10〜18:10 西宮聖和キャンパス

体育館 ２F アリーナ
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冬の献血週間冬の献血週間冬の献血週間
11月28日（月）～12月2日（金）

@西宮上ケ原キャンパス

宗教総部　献血実行委員会

　
８
月
６
日
と
７
日
に
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
日
間
、

本
学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

食
堂BIG MAMA

横
プ
ラ
ザ
に

て
文
化
総
部
軽
音
楽
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
た
。
軽
音
楽
部
部
長
の

塚
本
啓
太
さ
ん
（
文
・
３
）
は
、「
自

分
た
ち
の
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
い

た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
お
客

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

一
番
に
考
え
た
」
と
ラ
イ
ブ
を
振

り
返
る
。
当
日
は
厳
し
い
暑
さ
の

中
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、

　
半
年
前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

を
、
あ
な
た
は
覚
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
報
道
で
は
耳
に
し
な
く

な
っ
て
久
し
い
が
、
被
災
者
支
援

は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
。
夏
季

休
暇
初
頭
の
８
月
３
日
か
ら
７
日

ま
で
の
４
日
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
室
の
元
で
第
２
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。
活
動

場
所
は
第
１
回
と
同
じ
く
熊
本
県

益
城
町
の
総
合
体
育
館
だ
。

　
学
生
の
参
加
人
数
は
18
人
、
う

ち
２
人
が
前
回
に
引
き
続
い
て
の

参
加
と
、
支
援
室
の
期
待
に
反
し

参
加
人
数
は
少
な
か
っ
た

が
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
経
験
の
あ
る
学
生

が
多
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
活

動
を
支
え
て
く
れ
た
。
今

回
の
活
動
で
は
、
前
回
と

同
じ
く
避
難
所
清
掃
、
食

料
配
給
、
足
湯
を
通
し
た

被
災
者
の
方
と
の
交
流
に

加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
と
い
う
こ
と
も
考
え
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い
の
に
書
道
に
親
し
ん
で
く
れ
て

う
れ
し
い
」
と
い
う
よ
う
に
好
評

で
、
中
に
は
作
品
ご
と
に
講
評
を

す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

　
全
体
作
品
で
は
、
部
長
の
古
林

歩
美
さ
ん
（
法
・
３
）
の
出
身
地

で
あ
る
島
根
県
に
関
連
し
た
作
品

を
作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
日

本
の
神
話
に
登
場
す
る
神
々
の
名

前
を
題
材
に
作
品
を
制
作
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
じ
テ
ー
マ
の
作

品
で
あ
っ
て
も
一
人
ず
つ

書
体
が
異
な
り
、
個
性
が

出
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
。

　
学
外
展
全
体
を
振
り

返
っ
て
古
林
さ
ん
は
「
作

品
を
仕
上
げ
る
上
で
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
は

最
初
の
作
品
決
め
。
ス
ラ

ン
プ
に
陥
っ
て
、
も
う
一

息
の
壁
が
越
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
、
苦
労
し
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
「
入

部
直
後
の
１
回
生
が
コ
ン
ク
ー

ル
、
学
外
展
を
通
し
て
目
覚
ま
し

い
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
１
回
生

の
成
長
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
書
道
部
は
、
今
後
、
11
月
の
新

月
祭
の
学
内
展
で
作
品
を
展
示
す

る
。
部
員
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
に
期
待
だ
。

　
８
月
23
日
か
ら
28
日
に
、
西
宮

市
立
北
口
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
文
化
総

部
書
道
部
の
学
外
展
が
開
催
さ
れ

た
。

　
学
外
展
は
毎
年
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
て
お
り
、
２
、３
回
生
は
コ

ン
ク
ー
ル
に
向
け
半
年
を
か
け
て

制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
。
ま

た
、
１
回
生
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
、
３
回
生
に
と
っ
て
は
自
分
た

ち
の
代
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
す

る
最
後
の
展
覧
会
と
い
う
側
面
も

あ
る
。
今
年
度
は
、
１
回
生
か
ら

４
回
生
ま
で
の
部
員
33
名
と
賛
助

作
品
と
し
て
無
償
で
作
品
を
提
供

し
た
本
学
卒
業
生
17
名
が
作
品
を

出
展
し
た
。
こ
の
学
外
展
に
は
定

ま
っ
た
テ
ー
マ
は
存
在
せ
ず
、
流

派
に
関
係
な
く
個
人
個
人
が
思
い

思
い
の
作
品
を
制
作
す
る
。
そ
の

た
め
、
隷
書
が
多
い
年
や
楷
書
の

多
い
年
と
い
っ
た
よ
う
に
年
度
に

よ
っ
て
雰
囲
気
が
違
う
そ
う
だ
。

訪
れ
た
人
に
は
「
す
ご
い
」、「
若

し
ま
い
、
参
加
し
た
く
て
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
参
加
で
き
な

い
学
生
が
多
か
っ
た
。
今
後
は
広

報
の
機
会
も
増
や
し
、
参
加
定
員

も
増
や
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　
本
学
の
活
動
に
対
し
、
現
地
の

方
か
ら
は
「
関
学
生
の
方
々
は
支

援
や
子
ど
も
と
の
遊
び
を
『
や
っ

て
あ
げ
る
』
で
は
な
く
『
一
緒
に

や
る
』
と
い
う
姿
勢
で
活
動
し
て

く
だ
さ
り
、
非
常
に
好
感
を
持

て
る
。
是
非
ま
た
来
て
ほ
し
い
」 

と
、
高
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
本
学
が
被
災
地
の
復
興
に
協
力

す
る
に
は
、
被
災
者
と
関
学
生
の

互
い
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
間
違
っ

来
場
者
に
は
、
部
員
に
よ
っ
て
飲

み
物
や
う
ち
わ
が
配
ら
れ
る

と
い
う
熱
中
症
対
策
が
行
わ

れ
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
ブ
で
は
あ

る
が
、
大
学
生
を
対
象
に
行

う
普
段
の
ラ
イ
ブ
と
は
ま
た

違
っ
た
緊
張
感
が
生
ま
れ

る
。
屋
外
で
の
ラ
イ
ブ
の
た

め
、
重
い
機
材
を
外
へ
運
び

出
し
、
天
候
も
気
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。ま
た
、

本
番
ま
で
の
練
習
に
つ
い
て

塚
本
さ
ん
は
、「
当
日
ま
で
に
１

組
の
バ
ン
ド
に
つ
き
大
体
５
、６

回
集
ま
っ
て
い
た
。
熱
が

入
っ
て
し
ま
い
、
朝
か
ら
晩

ま
で
練
習
が
続
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
」
と
話
す
。

　
ラ
イ
ブ
１
日
目
は
２
組
、

２
日
目
は
３
組
の
バ
ン
ド
が

演
奏
を
行
っ
た
。
ラ
イ
ブ
の

後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
主
に
高
校
生
か
ら
「
音

楽
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
塚
本
さ
ん
は

「
自
分
た
ち
の
演
奏
が
高
校

生
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
う
。
同
時
に
、

自
分
た
ち
の
自
信
に
も
繋
が
っ

た
。
次
の
ラ
イ
ブ
も
頑
張
ろ
う
と

思
え
た
」
と
話
す
。

　
軽
音
楽
部
は
、
11
月
３
日
、
４

日
、
６
日
に
も
新
月
祭
ラ
イ
ブ
を

行
う
。
彼
ら
の
魂
の
こ
も
っ
た
演

奏
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
は
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。

プ
レ
イ
パ
ー
ク
も
行
っ
た
。
中
で

も
、
今
回
か
ら
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク

で
は
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
屋
外

で
の
水
鉄
砲
や
プ
ー
ル
遊
び
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
好
評
を

得
ら
れ
た
。

　
参
加
し
た
学
生
の
一
人
は
「
よ

そ
者
で
あ
る
自
分
た
ち
が
活
動
す

る
こ
と
で
、
被
災
者
の
方
々
の
外

向
き
の
顔
と
し
か
接
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
本
当
に
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
出
来
た
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
悩
み
が
あ
る
。
ま
た
、
今

回
か
ら
子
ど
も
を
預
か
る
活
動
を

始
め
た
が
、
保
護
者
の
方
の
身
体

的
な
助
け
に
は
な
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
自
分
の
子
ど
も
を
初
見

の
見
知
ら
ぬ
学
生
に
預
け
る
不
安

に
よ
る
精
神
的
な
負
担
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、

町
だ
け
で
な
く
被
災
者
の
方
の
心

も
復
興
さ
せ
る
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
、行
動
し
続
け
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室

は
、
注
意
点
や
前
回
の
活
動
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
、
益
城
町
の
現
状
の

写
真
を
載
せ
た
し
お
り
を
今
回
か

ら
作
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

正
し
い
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
注
力
し
た
そ
う
だ
。
し
か

し
、
募
集
の
開
始
が
遅
く
な
っ
て

た
意
識
を
持
っ
た
ま
ま
活
動
に
参

加
す
る
と
、
そ
の
考
え
は
行
動
や

態
度
に
に
じ
み
出
て
し
ま
う
。
そ

う
な
る
と
、
今
ま
で
の
活
動
参

加
者
が
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼

関
係
を
壊
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

“Mastery for Service

”
の
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の
元
、
関
学
生

と
し
て
、
な
に
よ
り
人
と
し
て
誇

り
あ
る
行
動
を
し
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

室
か
ら
の
情
報
で
は
、
支
援
室
で

は
次
回
の
活
動
を
11
月
に
予
定
し

て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
支
援

室
ま
で
足
を
運
び
、
実
際
に
話
を

聞
い
て
、
支
援
へ
の
一
歩
目
を
踏

み
出
し
て
み
よ
う
。

大盛況のライブの様子

足湯中のマッサージの様子

部員の日頃の成果が表れた作品が並ぶ

受験生の心突き動かす

復興への大きな第二歩
第２回　熊本地震現地ボランティア活動

それぞれの個性光る
文化総部書道部学外展

観
客
と
生
む
一
体
感

文
化
総
部
軽
音
楽
部

　オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
ブ
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な
ら
ば
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
、
実
社
会

で
実
践
的
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
」
を
目
指
す
組
織
で
あ
る
。

授
業
が
英
語
で
あ
ろ
う
と
日
本
語

で
あ
ろ
う
と
、
学
ん
だ
こ
と
や
研

究
し
た
こ
と
を
海
外
や
国
内
の
過

疎
地
域
な
ど
で
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
実
感
の
あ
る
学
習

体
験
が
可
能
と
な
る
。た
と
え
ば
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た

典
型
的
な
日
本
の
問
題
が
、
海
外

の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
し
大
学
に
お
け
る
学
び
が

「
日
本
語
」
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
も
の
の
み
に
留
ま
っ
て
い
た

と
し
た
ら
、
解
決
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
問
題
が
、
言
語
と
い
う
た

だ
一
つ
の
壁
の
た
め
に
、数
年
後
、

数
十
年
後
ま
で
私
た
ち
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
逆
も
然
り
で
あ
る
。

大
袈
裟
な
た
と
え
話
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
び
に

お
け
る
言
語
の
違
い
と
い
う
壁
を

取
り
払
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

毎
に
よ
り
広
い
視
野
を
持
っ
て
、

知
識
や
思
考
力
を
生
か
し
て
社

会
に
貢
献
す
る
、「Mastery for 

Service

」
の
理
念
を
体
現
し
た

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
本
学
は

Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
を
取
り
入
れ
、
改
革

を
進
め
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
っ
て
、
本
学

か
ら
世
界
へ
の
扉
は
よ
り
大
き
く

開
か
れ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
機
会
を
用
意
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」と
、豊
島
さ
ん
は
熱
く
語
っ

た
。
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
。
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論説日進月歩日進月歩
　
中
国
の
「
暴
走
」
が
止
ま
ら
な

い
。
８
月
に
入
っ
て
か
ら
連
日
の

よ
う
に
中
国
海
警
局
（
日
本
で
い

う
海
上
保
安
庁
。
以
下
海
保
）
を

は
じ
め
と
す
る
船
舶
に
よ
る
日
本

へ
の
挑
発
行
為
が
続
い
て
い
る
。

10
日
に
は
中
国
公
船
10
隻
に
加

え
、
２
０
０
隻
を
超
え
る
中
国
漁

船
が
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域

（
領
海
の
外
側
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
陸
地
か
ら
24
海
里
の
範
囲

で
沿
岸
国
が
設
定
す
る
水
域
の
こ

と
）
を
航
行
。
そ
の
後
も
領
海
侵

入
を
続
け
て
い
る
。
断
じ
て
許
し

て
は
な
ら
な
い
行
為
だ
。

　
こ
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
は
尖
閣
諸
島
を
取
り
巻

く
歴
史
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
尖
閣
諸
島
の
存
在
は
日
本

も
中
国
も
古
代
か
ら
認
識
し
て
お

り
、
中
国
の
明
代
や
清
代
の
文
献

に
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
当
時
の

琉
球
王
国
（
現
在
の
沖
縄
県
）
は

中
国
と
朝
貢
貿
易
を
行
っ
て
お

り
、
中
国
の
使
節
が
琉
球
国
王
の

代
替
わ
り
に
往
来
す
る
際
に
は
、

航
路
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
尖

閣
諸
島
は
海
路
の
目
標
と
さ
れ
て

い
た
。

　
こ
の
当
時
、
中
国
側
の
文
献
に

は
、
中
国
の
住
民
が
歴
史
的
に
尖

め
た
の
は
１
９
７
１
年
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が

１
９
６
９
年
に
東
シ
ナ
海
か
ら
黄

海
に
か
け
て
、
石
油
を
は
じ
め
と

す
る
海
洋
資
源
が
多
く
存
在
す
る

と
い
う
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委

員
会
か
ら
の
調
査
報
告
で
あ
る
。

当
時
、
中
国
は
「
尖
閣
諸
島
は
日

本
が
日
清
戦
争
時
に
不
当
に
奪
い

取
っ
た
」
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ

は
笑
止
千
万
で
あ
る
。
日
清
戦
争

終
結
後
に
日
本
は
清
国
（
当
時
）

と
下
関
条
約
を
結
び
、
台
湾
・
澎ほ

う

湖こ

列
島
の
割
譲
を
決
め
た
が（
１
）

そ
の
範
囲
に
尖
閣
諸
島
は
含
め
ら

れ
て
い
な
い
（
２
）
日
本
が
尖
閣

諸
島
の
領
有
を
宣
言
し
た
の
は
下

関
条
約
の
交
渉
を
始
め
る
２
か
月

前
で
あ
っ
た
（
３
）
条
約
の
交
渉

時
、
清
国
は
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て

一
切
触
れ
て
い
な
か
っ
た
︱
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
後

も
中
国
が
領
有
を
主
張
す
る
ま
で

に
は
20
年
以
上
の
空
白
が
あ
り
、

そ
の
間
中
国
で
発
行
さ
れ
た
地
図

に
は
尖
閣
諸
島
は
中
国
領
の
外
に

描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
経
緯
や

20
世
紀
以
降
の
国
際
法
の
観
点
か

ら
も
尖
閣
諸
島
が
日
本
固
有
の
領

土
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

米
国
や
英
国
と
い
っ
た
諸
外
国
も

こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
国
際
世
論
の
流
れ
の
中

で
も
中
国
は
頑
と
し
て
そ
れ
を
認

め
よ
う
と
は
し
な
い
。
中
国
の
人

民
日
報
は
か
つ
て
「
釣
魚
島
（
尖

閣
諸
島
の
中
国
名
）
が
日
本
の
も

の
で
は
な
い
４
つ
の
理
由
」
と
題

し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
は
（
１
）
日
本
の
統
治
権

を
認
め
た
１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
不
法
な

条
約
で
あ
る
（
２
）
尖
閣
は
沖
縄

に
属
す
る
（
３
）
沖
縄
は
か
つ
て

の
中
国
の
藩
属
国
で
、
日
本
に
属

さ
な
い
（
４
）
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の

閣
諸
島
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
記
録
は
な
く
、
明
代
や
清
代

に
中
国
が
国
家
と
し
て
領
有
を
主

張
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で

き
る
よ
う
な
記
録
も
存
在
し
な

い
。
一
方
、
日
本
側
に
も
こ
の
時

期
に
お
い
て
領
有
を
示
す
よ
う
な

歴
史
的
文
献
は
存
在
し
な
い
。
つ

ま
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
尖
閣
諸

島
は
、
い
ず
れ
の
国
も
領
有
し
な

い
「
無
主
の
地
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
尖
閣
諸
島
の
主
が
現
れ
た
の

は
、
時
が
流
れ
た
１
８
９
５
年
の

こ
と
で
、
日
本
政
府
の
閣
議
決
定

に
よ
り
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
領
土

に
編
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
尖
閣
諸

島
に
対
す
る
最
初
の
領
有
行
為
で

あ
り
「
無
主
の
地
」
を
領
有
の
意

思
を
も
っ
て
占
有
す
る
「
先
占
」

に
あ
た
る
。
こ
れ
は
国
際
法
で
正

当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
領
土
取
得

の
権
限
で
あ
る
。
そ
の
後
、
尖
閣

諸
島
に
は
日
本
人
が
住
み
、
ア
ホ

ウ
ド
リ
の
羽
毛
採
取
な
ど
を
開

始
。
大
正
期
に
入
る
と
２
０
０

人
近
い
人
々
が
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

１
９
１
９
年
に
は
周
辺
で
遭
難
し

た
中
華
民
国
（
当
時
）
の
漁
民
を

現
地
の
日
本
人
が
救
助
、
そ
の
後

感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
尖
閣
諸
島
が
日
本
の
領
土
で

あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
終
結
後
に

尖
閣
諸
島
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
支

配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
１
９
７
２
年
の
沖
縄
返
還
協

定
に
よ
り
、
再
び
日
本
に
返
還
さ

れ
今
日
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
お
気
づ
き
の

方
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
尖
閣
諸
島

が
日
本
の
領
土
に
編
入
さ
れ
た

１
８
９
５
年
か
ら
約
70
年
間
、
中

国
は
一
度
も
日
本
の
領
有
に
対
し

て
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。
中
国

が
尖
閣
諸
島
の
領
有
を
主
張
し
始

日
本
の
版
図
に
沖
縄
、
尖
閣
は
含

ま
れ
て
い
な
い
︱
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
も
は
や
こ
れ
ら
の
理
由
は

言
い
が
か
り
に
等
し
い
。

　
２
０
１
２
年
に
日
本
が
尖
閣

諸
島
の
国
有
化
を
宣
言
し
て
以

降
、
中
国
に
よ
る
挑
発
行
為
は
海

上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空
の
上

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
航
空
自
衛

隊
那
覇
基
地
か
ら
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
（
緊
急
発
進
）
の
回
数
は
年

を
追
う
ご
と
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
今
年
の
６
月
に
は

中
国
機
が
警
戒
中
の
自
衛
隊
機
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
飛
行
を
継

続
し
た
と
い
う
事
象
も
起
き
て
い

る
。
こ
れ
は
「
ミ
サ
イ
ル
を
打
つ

準
備
が
出
来
て
い
る
」
こ
と
を
示

す
も
の
で
、
中
国
機
に
よ
る
事
実

上
の
攻
撃
動
作
を
意
味
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
自
衛
隊
機
は
回
避
動

作
を
行
っ
た
が
中
国
機
は
こ
れ
を

追
尾
、
命
か
ら
が
ら
危
機
を
脱
し

た
こ
と
が
７
月
１
日
付
の
産
経
新

聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

領
土
・
領
海
・
領
空
を
守
る
自
衛

隊
・
海
保
の
置
か
れ
て
い
る
現
場

は
、
極
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
危
機
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

と
い
う
現
状
を
私
た
ち
は
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
世
の

中
に
は
と
ん
で
も
な
く
浮
世
離
れ

し
た
議
論
を
す
る
人
も
存
在
す

る
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
際
、

共
産
党
の
藤
野
保
史
政
策
委
員
長

が
「
軍
事
費
が
初
め
て
５
兆
円
を

超
え
た
。
人
を
殺
す
た
め
の
予
算

で
な
く
、
人
を
支
え
て
育
て
る
予

算
を
優
先
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
」

と
発
言
し
て
、
辞
任
に
追
い
込
ま

れ
た
が
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
同

党
は
綱
領
に
「
自
衛
隊
の
解
散
」

を
掲
げ
、
沖
縄
か
ら
の
米
軍
基
地

撤
去
ま
で
主
張
し
て
い
る
が
、
一

体
国
民
の
生
命
と
安
全
を
ど
う

や
っ
て
守
る
つ
も
り
な
の
か
。
果

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
本
記
事
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
各
方
面
の
取

材
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま

だ
そ
の
制
度
自
体
を
認
知
し
て
い

な
い
人
や
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
る

変
化
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
方

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
の
お

さ
ら
い
と
し
て
、
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｇ

Ｕ
構
想
と
は
何
な
の
か
を
振
り
返

り
つ
つ
、
そ
の
到
達
目
標
は
ど
こ

な
の
か
を
、
本
学
総
合
企
画
部 

（
大
学
企
画
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推

進
担
当
）
課
長
の
豊
島
美
弥
子
さ

ん
に
伺
っ
た
。

　
ま
ず
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
は
大
学

の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

に
、
国
か
ら
多
額
の
財
政
援
助
を

受
け
る
が
、
そ
の
資
金
は
主
に
留

学
生
の
増
加
・
学
生
の
英
語
力
醸

成
な
ど
、
本
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
推
進
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
。
こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と

い
う
の
も
、
あ
ら
か
じ
め
数
値
と

し
て
の
目
標
設
定
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
学
の
場
合
、
２
０
１
３
年

に
９
０
０
人
で
あ
っ
た
外
国
か

ら
の
留
学
生
を
２
０
２
３
年
に

１
５
０
０
人
に
、
同
じ
く
９
０
０

人
で
あ
っ
た
日
本
か
ら
の
留
学
生

を
２
７
０
０
人
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
向
け
て
本
学
は
、
外
国
人
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
寮
を

増
や
し
た
り
、
語
学
堪
能
な
日
本

人
学
生
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
を
創
設
し
た
り
す
る
な
ど
の
改

革
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
日
本

人
留
学
生
増
加
に
つ
い
て
は
、
各

人
の
語
学
力
や
目
的
に
合
わ
せ
た

多
種
多
様
な
留
学
プ
ラ
ン
を
用
意

す
る
な
ど
し
た
。
こ
う
し
た
施
策

は
現
在
十
全
に
機
能
し
て
お
り
、

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
人
数

に
関
し
て
は
、
３
年
毎
の
段
階
的

な
目
標
人
数
を
突
破
す
る
見
通
し

だ
と
い
う
。

　
英
語
教
育
に
関
し
て
も
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
必
修
英
語
に

つ
い
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
る
制

度
改
革
に
よ
り
既
存
の
「
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に

加
え
、「
ス
プ
リ
ン
グ
・
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の

ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
１
回
生
の
春
学
期
か
ら
英
語

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
集
中
的

な
英
語
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
関
学
生
に
も
馴
染
み
の
深
い
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
た
め

の
支
援
も
進
ん
で
い
る
。
中
で
も

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ
ア
は
海
外
の

協
定
校
に
留
学
し
た
際
、
留
学
先

で
卒
業
単
位
を
取
得
す
る
た
め
に

も
重
要
で
あ
る
。
本
学
で
は
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
向
け
た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
た
り
、
模
擬

試
験
の
費
用
を
無
料
に
し
た
り
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
力
試

し
の
た
め
に
高
額
な
出
費
を
せ
ず

に
済
む
う
え
、
協
定
校
の
中
に
は

模
擬
試
験
の
点
数
で
単
位
認
定
の

判
断
を
す
る
大
学
も
あ
る
た
め
、

学
生
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構

想
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
本
学
の

教
育
改
革
に
つ
い
て
、
英
語
教

育
や
留
学
生
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
側
面
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
特
筆

す
べ
き
動
き
と
し
て
「
ハ
ン
ズ

オ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開

設
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
来
年
４
月

か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
も
の
で

あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で

の
説
明
と
な
る
が
、
端
的
に
言
う

た
し
て
自
ら
の
身
を
挺
し
て
守
っ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
対
案
な

き
批
判
ほ
ど
空
し
い
も
の
は
な
い
。

　
現
在
も
安
全
保
障
に
関
わ
る
法

整
備
の
是
非
が
問
わ
れ
て
お
り
、

市
民
団
体
な
ど
か
ら
は
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
」、「“
戦
争
法
案
”

を
な
く
せ
」
と
い
っ
た
声
が
多
く

上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
た
だ

の
「
現
実
逃
避
」
で
あ
る
。
現
実

に
は
南
の
海
の
安
全
は
脅
か
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
日
本

の
領
土
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と

い
う
事
で
あ
る
。
自
国
の
領
土
を

守
る
こ
と
は
、
相
手
国
の
侵
略
と

は
違
い
、
世
界
的
に
も
認
め
ら
れ

て
い
る
正
当
な
行
為
で
あ
る
。
そ

れ
を
も
否
定
す
る
と
い
う
の
は

い
っ
た
い
ど
う
い
う
了
見
な
の
か
。

見
識
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
戦
争
は
誰
も
望
ま
な
い
。
こ
れ

は
揺
る
ぎ
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
備
え
が
な
け
れ
ば
否
応

な
し
に
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

こ
れ
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
現
実

か
ら
目
を
背
け
て
は
な
ら
な
い
。

毅
然
と
し
た
態
度
、
そ
し
て
未
来

を
見
据
え
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。

第10回追跡!! SGU
そもそもSGUって何？
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な
ら
ば
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
、
実
社
会

で
実
践
的
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
」
を
目
指
す
組
織
で
あ
る
。

授
業
が
英
語
で
あ
ろ
う
と
日
本
語

で
あ
ろ
う
と
、
学
ん
だ
こ
と
や
研

究
し
た
こ
と
を
海
外
や
国
内
の
過

疎
地
域
な
ど
で
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
実
感
の
あ
る
学
習

体
験
が
可
能
と
な
る
。た
と
え
ば
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た

典
型
的
な
日
本
の
問
題
が
、
海
外

の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
し
大
学
に
お
け
る
学
び
が

「
日
本
語
」
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
も
の
の
み
に
留
ま
っ
て
い
た

と
し
た
ら
、
解
決
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
問
題
が
、
言
語
と
い
う
た

だ
一
つ
の
壁
の
た
め
に
、数
年
後
、

数
十
年
後
ま
で
私
た
ち
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
逆
も
然
り
で
あ
る
。

大
袈
裟
な
た
と
え
話
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
び
に

お
け
る
言
語
の
違
い
と
い
う
壁
を

取
り
払
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

毎
に
よ
り
広
い
視
野
を
持
っ
て
、

知
識
や
思
考
力
を
生
か
し
て
社

会
に
貢
献
す
る
、「Mastery for 

Service

」
の
理
念
を
体
現
し
た

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
本
学
は

Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
を
取
り
入
れ
、
改
革

を
進
め
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
っ
て
、
本
学

か
ら
世
界
へ
の
扉
は
よ
り
大
き
く

開
か
れ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
機
会
を
用
意
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」と
、豊
島
さ
ん
は
熱
く
語
っ

た
。
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
。
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論説日進月歩日進月歩
　
中
国
の
「
暴
走
」
が
止
ま
ら
な

い
。
８
月
に
入
っ
て
か
ら
連
日
の

よ
う
に
中
国
海
警
局
（
日
本
で
い

う
海
上
保
安
庁
。
以
下
海
保
）
を

は
じ
め
と
す
る
船
舶
に
よ
る
日
本

へ
の
挑
発
行
為
が
続
い
て
い
る
。

10
日
に
は
中
国
公
船
10
隻
に
加

え
、
２
０
０
隻
を
超
え
る
中
国
漁

船
が
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域

（
領
海
の
外
側
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
陸
地
か
ら
24
海
里
の
範
囲

で
沿
岸
国
が
設
定
す
る
水
域
の
こ

と
）
を
航
行
。
そ
の
後
も
領
海
侵

入
を
続
け
て
い
る
。
断
じ
て
許
し

て
は
な
ら
な
い
行
為
だ
。

　
こ
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
は
尖
閣
諸
島
を
取
り
巻

く
歴
史
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
尖
閣
諸
島
の
存
在
は
日
本

も
中
国
も
古
代
か
ら
認
識
し
て
お

り
、
中
国
の
明
代
や
清
代
の
文
献

に
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
当
時
の

琉
球
王
国
（
現
在
の
沖
縄
県
）
は

中
国
と
朝
貢
貿
易
を
行
っ
て
お

り
、
中
国
の
使
節
が
琉
球
国
王
の

代
替
わ
り
に
往
来
す
る
際
に
は
、

航
路
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
尖

閣
諸
島
は
海
路
の
目
標
と
さ
れ
て

い
た
。

　
こ
の
当
時
、
中
国
側
の
文
献
に

は
、
中
国
の
住
民
が
歴
史
的
に
尖

め
た
の
は
１
９
７
１
年
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が

１
９
６
９
年
に
東
シ
ナ
海
か
ら
黄

海
に
か
け
て
、
石
油
を
は
じ
め
と

す
る
海
洋
資
源
が
多
く
存
在
す
る

と
い
う
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委

員
会
か
ら
の
調
査
報
告
で
あ
る
。

当
時
、
中
国
は
「
尖
閣
諸
島
は
日

本
が
日
清
戦
争
時
に
不
当
に
奪
い

取
っ
た
」
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ

は
笑
止
千
万
で
あ
る
。
日
清
戦
争

終
結
後
に
日
本
は
清
国
（
当
時
）

と
下
関
条
約
を
結
び
、
台
湾
・
澎ほ

う

湖こ

列
島
の
割
譲
を
決
め
た
が（
１
）

そ
の
範
囲
に
尖
閣
諸
島
は
含
め
ら

れ
て
い
な
い
（
２
）
日
本
が
尖
閣

諸
島
の
領
有
を
宣
言
し
た
の
は
下

関
条
約
の
交
渉
を
始
め
る
２
か
月

前
で
あ
っ
た
（
３
）
条
約
の
交
渉

時
、
清
国
は
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て

一
切
触
れ
て
い
な
か
っ
た
︱
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
後

も
中
国
が
領
有
を
主
張
す
る
ま
で

に
は
20
年
以
上
の
空
白
が
あ
り
、

そ
の
間
中
国
で
発
行
さ
れ
た
地
図

に
は
尖
閣
諸
島
は
中
国
領
の
外
に

描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
経
緯
や

20
世
紀
以
降
の
国
際
法
の
観
点
か

ら
も
尖
閣
諸
島
が
日
本
固
有
の
領

土
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

米
国
や
英
国
と
い
っ
た
諸
外
国
も

こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
国
際
世
論
の
流
れ
の
中

で
も
中
国
は
頑
と
し
て
そ
れ
を
認

め
よ
う
と
は
し
な
い
。
中
国
の
人

民
日
報
は
か
つ
て
「
釣
魚
島
（
尖

閣
諸
島
の
中
国
名
）
が
日
本
の
も

の
で
は
な
い
４
つ
の
理
由
」
と
題

し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
は
（
１
）
日
本
の
統
治
権

を
認
め
た
１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
不
法
な

条
約
で
あ
る
（
２
）
尖
閣
は
沖
縄

に
属
す
る
（
３
）
沖
縄
は
か
つ
て

の
中
国
の
藩
属
国
で
、
日
本
に
属

さ
な
い
（
４
）
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の

閣
諸
島
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
記
録
は
な
く
、
明
代
や
清
代

に
中
国
が
国
家
と
し
て
領
有
を
主

張
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で

き
る
よ
う
な
記
録
も
存
在
し
な

い
。
一
方
、
日
本
側
に
も
こ
の
時

期
に
お
い
て
領
有
を
示
す
よ
う
な

歴
史
的
文
献
は
存
在
し
な
い
。
つ

ま
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
尖
閣
諸

島
は
、
い
ず
れ
の
国
も
領
有
し
な

い
「
無
主
の
地
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
尖
閣
諸
島
の
主
が
現
れ
た
の

は
、
時
が
流
れ
た
１
８
９
５
年
の

こ
と
で
、
日
本
政
府
の
閣
議
決
定

に
よ
り
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
領
土

に
編
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
尖
閣
諸

島
に
対
す
る
最
初
の
領
有
行
為
で

あ
り
「
無
主
の
地
」
を
領
有
の
意

思
を
も
っ
て
占
有
す
る
「
先
占
」

に
あ
た
る
。
こ
れ
は
国
際
法
で
正

当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
領
土
取
得

の
権
限
で
あ
る
。
そ
の
後
、
尖
閣

諸
島
に
は
日
本
人
が
住
み
、
ア
ホ

ウ
ド
リ
の
羽
毛
採
取
な
ど
を
開

始
。
大
正
期
に
入
る
と
２
０
０

人
近
い
人
々
が
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

１
９
１
９
年
に
は
周
辺
で
遭
難
し

た
中
華
民
国
（
当
時
）
の
漁
民
を

現
地
の
日
本
人
が
救
助
、
そ
の
後

感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
尖
閣
諸
島
が
日
本
の
領
土
で

あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
終
結
後
に

尖
閣
諸
島
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
支

配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
１
９
７
２
年
の
沖
縄
返
還
協

定
に
よ
り
、
再
び
日
本
に
返
還
さ

れ
今
日
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
お
気
づ
き
の

方
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
尖
閣
諸
島

が
日
本
の
領
土
に
編
入
さ
れ
た

１
８
９
５
年
か
ら
約
70
年
間
、
中

国
は
一
度
も
日
本
の
領
有
に
対
し

て
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。
中
国

が
尖
閣
諸
島
の
領
有
を
主
張
し
始

日
本
の
版
図
に
沖
縄
、
尖
閣
は
含

ま
れ
て
い
な
い
︱
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
も
は
や
こ
れ
ら
の
理
由
は

言
い
が
か
り
に
等
し
い
。

　
２
０
１
２
年
に
日
本
が
尖
閣

諸
島
の
国
有
化
を
宣
言
し
て
以

降
、
中
国
に
よ
る
挑
発
行
為
は
海

上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空
の
上

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
航
空
自
衛

隊
那
覇
基
地
か
ら
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
（
緊
急
発
進
）
の
回
数
は
年

を
追
う
ご
と
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
今
年
の
６
月
に
は

中
国
機
が
警
戒
中
の
自
衛
隊
機
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
飛
行
を
継

続
し
た
と
い
う
事
象
も
起
き
て
い

る
。
こ
れ
は
「
ミ
サ
イ
ル
を
打
つ

準
備
が
出
来
て
い
る
」
こ
と
を
示

す
も
の
で
、
中
国
機
に
よ
る
事
実

上
の
攻
撃
動
作
を
意
味
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
自
衛
隊
機
は
回
避
動

作
を
行
っ
た
が
中
国
機
は
こ
れ
を

追
尾
、
命
か
ら
が
ら
危
機
を
脱
し

た
こ
と
が
７
月
１
日
付
の
産
経
新

聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

領
土
・
領
海
・
領
空
を
守
る
自
衛

隊
・
海
保
の
置
か
れ
て
い
る
現
場

は
、
極
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
危
機
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

と
い
う
現
状
を
私
た
ち
は
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
世
の

中
に
は
と
ん
で
も
な
く
浮
世
離
れ

し
た
議
論
を
す
る
人
も
存
在
す

る
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
際
、

共
産
党
の
藤
野
保
史
政
策
委
員
長

が
「
軍
事
費
が
初
め
て
５
兆
円
を

超
え
た
。
人
を
殺
す
た
め
の
予
算

で
な
く
、
人
を
支
え
て
育
て
る
予

算
を
優
先
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
」

と
発
言
し
て
、
辞
任
に
追
い
込
ま

れ
た
が
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
同

党
は
綱
領
に
「
自
衛
隊
の
解
散
」

を
掲
げ
、
沖
縄
か
ら
の
米
軍
基
地

撤
去
ま
で
主
張
し
て
い
る
が
、
一

体
国
民
の
生
命
と
安
全
を
ど
う

や
っ
て
守
る
つ
も
り
な
の
か
。
果

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
本
記
事
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
各
方
面
の
取

材
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま

だ
そ
の
制
度
自
体
を
認
知
し
て
い

な
い
人
や
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
る

変
化
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
方

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
の
お

さ
ら
い
と
し
て
、
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｇ

Ｕ
構
想
と
は
何
な
の
か
を
振
り
返

り
つ
つ
、
そ
の
到
達
目
標
は
ど
こ

な
の
か
を
、
本
学
総
合
企
画
部 

（
大
学
企
画
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推

進
担
当
）
課
長
の
豊
島
美
弥
子
さ

ん
に
伺
っ
た
。

　
ま
ず
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
は
大
学

の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

に
、
国
か
ら
多
額
の
財
政
援
助
を

受
け
る
が
、
そ
の
資
金
は
主
に
留

学
生
の
増
加
・
学
生
の
英
語
力
醸

成
な
ど
、
本
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
推
進
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
。
こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と

い
う
の
も
、
あ
ら
か
じ
め
数
値
と

し
て
の
目
標
設
定
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
学
の
場
合
、
２
０
１
３
年

に
９
０
０
人
で
あ
っ
た
外
国
か

ら
の
留
学
生
を
２
０
２
３
年
に

１
５
０
０
人
に
、
同
じ
く
９
０
０

人
で
あ
っ
た
日
本
か
ら
の
留
学
生

を
２
７
０
０
人
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
向
け
て
本
学
は
、
外
国
人
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
寮
を

増
や
し
た
り
、
語
学
堪
能
な
日
本

人
学
生
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
を
創
設
し
た
り
す
る
な
ど
の
改

革
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
日
本

人
留
学
生
増
加
に
つ
い
て
は
、
各

人
の
語
学
力
や
目
的
に
合
わ
せ
た

多
種
多
様
な
留
学
プ
ラ
ン
を
用
意

す
る
な
ど
し
た
。
こ
う
し
た
施
策

は
現
在
十
全
に
機
能
し
て
お
り
、

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
人
数

に
関
し
て
は
、
３
年
毎
の
段
階
的

な
目
標
人
数
を
突
破
す
る
見
通
し

だ
と
い
う
。

　
英
語
教
育
に
関
し
て
も
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
必
修
英
語
に

つ
い
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
に
よ
る
制

度
改
革
に
よ
り
既
存
の
「
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に

加
え
、「
ス
プ
リ
ン
グ
・
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の

ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
１
回
生
の
春
学
期
か
ら
英
語

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
集
中
的

な
英
語
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
関
学
生
に
も
馴
染
み
の
深
い
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
た
め

の
支
援
も
進
ん
で
い
る
。
中
で
も

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ
ア
は
海
外
の

協
定
校
に
留
学
し
た
際
、
留
学
先

で
卒
業
単
位
を
取
得
す
る
た
め
に

も
重
要
で
あ
る
。
本
学
で
は
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
に
向
け
た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
た
り
、
模
擬

試
験
の
費
用
を
無
料
に
し
た
り
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
力
試

し
の
た
め
に
高
額
な
出
費
を
せ
ず

に
済
む
う
え
、
協
定
校
の
中
に
は

模
擬
試
験
の
点
数
で
単
位
認
定
の

判
断
を
す
る
大
学
も
あ
る
た
め
、

学
生
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構

想
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
本
学
の

教
育
改
革
に
つ
い
て
、
英
語
教

育
や
留
学
生
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
側
面
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
特
筆

す
べ
き
動
き
と
し
て
「
ハ
ン
ズ

オ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開

設
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
来
年
４
月

か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
も
の
で

あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で

の
説
明
と
な
る
が
、
端
的
に
言
う

た
し
て
自
ら
の
身
を
挺
し
て
守
っ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
対
案
な

き
批
判
ほ
ど
空
し
い
も
の
は
な
い
。

　
現
在
も
安
全
保
障
に
関
わ
る
法

整
備
の
是
非
が
問
わ
れ
て
お
り
、

市
民
団
体
な
ど
か
ら
は
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
」、「“
戦
争
法
案
”

を
な
く
せ
」
と
い
っ
た
声
が
多
く

上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
た
だ

の
「
現
実
逃
避
」
で
あ
る
。
現
実

に
は
南
の
海
の
安
全
は
脅
か
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
日
本

の
領
土
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と

い
う
事
で
あ
る
。
自
国
の
領
土
を

守
る
こ
と
は
、
相
手
国
の
侵
略
と

は
違
い
、
世
界
的
に
も
認
め
ら
れ

て
い
る
正
当
な
行
為
で
あ
る
。
そ

れ
を
も
否
定
す
る
と
い
う
の
は

い
っ
た
い
ど
う
い
う
了
見
な
の
か
。

見
識
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
戦
争
は
誰
も
望
ま
な
い
。
こ
れ

は
揺
る
ぎ
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
備
え
が
な
け
れ
ば
否
応

な
し
に
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

こ
れ
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
現
実

か
ら
目
を
背
け
て
は
な
ら
な
い
。

毅
然
と
し
た
態
度
、
そ
し
て
未
来

を
見
据
え
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。

第10回追跡!! SGU
そもそもSGUって何？
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　１回生の七夕までに彼氏彼女ができない
と、大学生の間は彼氏彼女がずっとできない。
　入学早々このような噂を聞いて、愕然と
した学生は少なくないのではないのだろう
か。本学には他にも様々な噂がある。「１日
に３人の神学部生に会うと、その日は幸せ
になれる」「経済学部のとある場所にコンク
リートで固められた謎の窓がある」なども
そのうちの一つだろう。皆さんも、いくつ
　　　か耳にしたことがあるのではないだ 
　　　ろうか。
　　　　しかし、本学に関する様々な噂の 
中には、本当かどうかわからないものもあ 
　　　る。今回、そんな数々の噂を関学七不 
　　　思議と題し、謎を解明しようと新聞
総部員が調査に乗り出した。今回は、その
調査結果を報告しようと思う。果たして、
本学の七不思議の真相はいかに……。

七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その３３

皆さんは、経済学部のとある場所
の２階の窓がコンクリートで埋

められているのをご存じだろうか。曰
くつきの窓だと不気味に思っている人
も多いのではないだろうか。今回その
謎を探るべく、総務・施設管理部の頃
安さんと日本設計の浜正さんにお話を
伺ってきた。　　　　　　　　　　　 
　結論から言うと、頃安さん曰く噂の

窓は実はもともと窓ではなかったそうだ。あたかもそこに窓があるかのように、
コンクリートで設計されたのである。なぜそのようなことが行われたのだろうか。 
　時は昭和４年に遡る。当時、現経済学部の建物は、高等商業学部として
ウィリアム・メレル・ヴォーリズによって建築された。当時の設計図を見た
ところ、１階は窓を設置する設計がされているのに対し、２階はされていな
かったのだと頃安さんは話す。また、その窓がある面には黒板があったと
いう事実も、そこに窓はなかったことの裏付けになるだろう。　　　　　 
　そして、ヴォーリズが窓に見えるような設計をしたのは、外観への配慮だっ
たのである。１階にだけ窓があるより２階にも窓があるかのような設計をした
ほうが美しく見えるのを想像するのは容易いだろう。　　　　　　　　　　　 
　以上が経済学部のコンクリート窓の真相である。本学には他にもそんな場所
がいくつかあるらしい。皆さんも見つけてみてはいかがだろうか。

噂のコンクリート窓

七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その６６

日頃、自転車や原付で通学する学生も多い
だろう。そんな中「関学生は２日に１回

交通事故にあっている」という噂が学内で広
まっていることをご存じだろうか？この噂が
本当かどうか、学生課の担当者に聞いてみた。 
　まず、この噂が本当かどうかを聞いてみた
ところ「そのような事実は確認できていない」

ということであった。ちなみに西宮警察
署の調べでは、同署管内において2015
年に関学生が巻き込まれたもしくは巻き
込んだ人身事故の件数は72件、一方三田キャンパスの管轄である三田警察署
の調べでは、人身事故19件、物損事故83件の計102件とのことであった。 
　２日に１回というのは少々誇張表現であったものの、関学生が関わる交通事
故の件数は多い。本学では毎年、全学生に向けて配布している「関学生必携 
関学生が注意すべきこと」というパンフレットで交通マナーの啓発をしている
ほか、警察の方を交えて行われる交通安全講習会を主催している。担当者は「交
通ルールを守り通学することは、自分の身を危険から守ることはもちろん、自
分が加害者になってしまう危険からも守ることにつながる。特に通学の際は視
野を広く持ち、周囲の状況を確認しながら通学してほしい。また、他の関学生
や地域住民の方々に対し、通行の妨げになったり、夜間に大声を出しながら歩
いたりといった迷惑行為も避けてもらいたい」と関学生に向けて話した。　　 
　皆さんも通学の際は周りに気を付け、加害者にも被害者にもならないように
安全なキャンパスライフを送ってほしい。

　「関学七不思議」。いかがであっただろうか？皆さんが聞いたことのある噂
も多く含まれていたのではないだろうか？
　ところでお分かりかもしれないが、この紙面では６個しか「不思議」が検証
されていない。「七不思議」なのに一つ足りないではないかと憤慨される方も
いるかもしれない。実は七不思議は7個すべて見つけてしまうと死んでしまう
という“噂”があるため、今回は担当者の安全を考慮して「泣く泣く」調査を
打ち切った。
　７個目を検証するかどうかは読者のみなさん一人一人にお任せしたいと思
う。なお、検証した結果何が起きたとしても私共では一切責任を取らないので
あしからず。

関学生の通学を脅かす「事故」の実態とは

関学生なら 一度は大学図書館の図書や資料を借り
たことが あるだろう。それらを返さずに延滞し

続けると、家 に通知書が届くという噂がある。本当
かどうかを確 かめるため、大学図書館に突撃した。　 
　大学図書館 の職員の方によると、延滞者にはまず
メールで勧告 し、それでも返却しない場合は直接電
話を掛けると いう。そして、その後も返却がされな
い場合、返却 されていない図書のリストが書かれた
催促状を延滞 者の自宅に郵送しているという。返却
期限を過ぎた 延滞者全員に送るもので、年に２回決
められた時期 に行っている。　　　　　　　　　　 
　催促状を職 員の方が準備している様子は、大学図
書 館 の 公 式 Twitterでも紹介され、反響が大きかっ
たという。 「七不思議でもなんでもなく、定期的

にお送りしているものです（笑）返却期限が過 ぎている図書館資料をまだお持ちの方
は、次に借りたい人が借りられないので、速や かに返却してくださいね」と職員の方
からお言葉をいただいた。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証の結果、催促状は実際に送られているこ とがわかった。借りた本は期限を守っ
て返却し、みんなが快適に利用できる図書館に しよう。 反響があったツイート

本学に伝わる恐ろしい七不思議の一つ「１回 生の七夕までに彼氏彼女がで
きなければ、大学４年間は彼氏彼女ができ ない」。果たしてこの 噂 は 本

当 な の だ ろ う か 。 新 聞 総 部 で は 、Twitter で緊急アンケートを敢行し、
関学生延べ497人から回答を得た。その結果は、 「はい」と「いいえ」がちょう
ど50%ずつというものだった。 　　　　　　　　　　　　　 
　この結果をみなさんはどう受け止めるだろうか。 関学生の２人に１人が、１回生 
のうちに彼氏彼女ができないと、その後も恋人 がいない寂しい大学生活を送
ることになる……と悲観的に捉える人も多いの ではないだろうか。確かに、
数字だけ見ると厳しい現実を叩きつけられてい るといえる。しかし、彼氏彼女 

 がいない人が２人に１人いる
ということは、未来の彼氏彼女
候補がまだたくさんいるという
ことだ。関学生の全校生徒は約２万人。男女比は男子が約52%、
女子が約48%であるから、その半分とすると男子は約5,200人、
女子は約4,800人が、彼氏彼女がいないことになる。世界が明
るく見えてくるではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証結果は、１回生の七夕までに恋人ができなければ、その後
の大学生活でも恋人ができない可能性が50%というものだった。
この結果をどう受け止めるかはあなた次第。この七不思議に打ち
勝ち、１人でも多くの関学生が幸せを掴むことを祈っている。

Twitterアンケートの結果
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5 関学の七不思議

全
国の大学生協の職員に衝撃をもたらした「生協の白石さ

ん」（2005年発刊）という本がある。東京農工大学の生

協職員である白石さんが学生から寄せられたユニークな投稿

に応えていく様子を収めた本であるが、本学にもユニークな投

稿に答える「白石さん」がいる。生協専務理事の髙橋秀行さん

だ。皆さんが目にする「言わせて聞かせて」カードに寄せら

れる、商品と関係のない投稿に向き合っている。　　　　　 

　以前は商品とは関係ない投稿には「お控えください」とい

う回答をしていた生協であったが、白石さんの影響により「商

品とは関係のない投稿でもきっと意味のあるものだろう」と

いう考えが生まれたという。当時から各店舗で集められたカー

ドは、一旦全て髙橋さんの下に集められてから各担当部署へと

送られていたため、商品と関係ない投稿については髙橋さんが

答える流れが生まれたそうだ。　　　　　　　　　　　　　 

　「返事にはウイットを効かせるのがポイント」と話した髙

橋さんは、実際に「『１日１日を大切に』するために『Today』

という原付に乗り始めました」という投稿には「私は生協を良

くしていく指揮棒を振るべく『タクト』を購入したいと思いま

す」と答えるなど、実際の回答も工夫が凝らされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　一方で髙橋さんによると、人の容姿を馬鹿にしたり、下品な内容を書いたりした投稿も少なく

なく、そうした内容の投稿には回答しないケースもあるそうだ。　　　　　　　　　　　　　　 

　このカードの主目的はあくまでも「お店への要望」だ。要望を受けて改善された事例も多く、

この裏には多くの生協職員の目に見えない努力があることも忘れてはいけない。　　　　　　　 

　「生協の髙橋さん」は今日も、予想外の角度から来る投稿に対してウイットを効かせた回答を

するべくカードに向き合っている。

関学生なら 一度は大学図書館の図書や資料を借り
たことが あるだろう。それらを返さずに延滞し
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書 館 の 公 式 Twitterでも紹介され、反響が大きかっ
たという。 「七不思議でもなんでもなく、定期的

にお送りしているものです（笑）返却期限が過 ぎている図書館資料をまだお持ちの方
は、次に借りたい人が借りられないので、速や かに返却してくださいね」と職員の方
からお言葉をいただいた。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証の結果、催促状は実際に送られているこ とがわかった。借りた本は期限を守っ
て返却し、みんなが快適に利用できる図書館に しよう。

本学に伝わる恐ろしい七不思議の一つ「１回 生の七夕までに彼氏彼女がで
きなければ、大学４年間は彼氏彼女ができ ない」。果たしてこの 噂 は 本

当 な の だ ろ う か 。 新 聞 総 部 で は 、Twitter で緊急アンケートを敢行し、
関学生延べ497人から回答を得た。その結果は、 「はい」と「いいえ」がちょう
ど50%ずつというものだった。 　　　　　　　　　　　　　 
　この結果をみなさんはどう受け止めるだろうか。 関学生の２人に１人が、１回生 
のうちに彼氏彼女ができないと、その後も恋人 がいない寂しい大学生活を送
ることになる……と悲観的に捉える人も多いの ではないだろうか。確かに、
数字だけ見ると厳しい現実を叩きつけられてい るといえる。しかし、彼氏彼女 

 がいない人が２人に１人いる
ということは、未来の彼氏彼女
候補がまだたくさんいるという
ことだ。関学生の全校生徒は約２万人。男女比は男子が約52%、
女子が約48%であるから、その半分とすると男子は約5,200人、
女子は約4,800人が、彼氏彼女がいないことになる。世界が明
るく見えてくるではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証結果は、１回生の七夕までに恋人ができなければ、その後
の大学生活でも恋人ができない可能性が50%というものだった。
この結果をどう受け止めるかはあなた次第。この七不思議に打ち
勝ち、１人でも多くの関学生が幸せを掴むことを祈っている。

「１
日に３人の神学部生に会うとその日は幸

せになれる」。　　　　　　　　　　　　 

　関学生ならこのような噂を一度は耳にしたこ

とがあるのではないだろうか。この噂の真相を

確かめようと、実際に３人の神学部の方にお会

いしてきた。協力してくださったのは、３回生

の江見かのんさん、山本万富華さん、幾野すみ

れさんだ。江見さんは笑顔で「神学部の学生数

は全関学生の１％にも達しないんです。そんな

私たちと１日に３人も会えたら、それは単純に

運がいい日ですよね！」と語る。　　　　　　 

　確かにそのとおりかもしれないと思いながら

私はその後１日を過ごした。　　　　　　　　 

　すると、中国語の授業で１回も当てられな

かったり、雨が降っていたのに私が外を歩くと

きは小雨になっていたり、些細なことながらも

幸せを感じることができたのだ。さらにその日

はもともと約束していたことではあるが、中学校の同級生たちと会って晩ご飯を

食べるという出来事もあった。その日私は幸せに過ごすことができたのだ。　　 

　あくまで私個人の体験ではあるが、神学部生に３人会うと幸せになれるのでは

ないかと思う。皆さんも１日に３人の神学部生に出会うことができたら、その日

は素敵な１日を過ごすことができるかもしれない。
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関学生なら 一度は大学図書館の図書や資料を借り
たことが あるだろう。それらを返さずに延滞し

続けると、家 に通知書が届くという噂がある。本当
かどうかを確 かめるため、大学図書館に突撃した。　 
　大学図書館 の職員の方によると、延滞者にはまず
メールで勧告 し、それでも返却しない場合は直接電
話を掛けると いう。そして、その後も返却がされな
い場合、返却 されていない図書のリストが書かれた
催促状を延滞 者の自宅に郵送しているという。返却
期限を過ぎた 延滞者全員に送るもので、年に２回決
められた時期 に行っている。　　　　　　　　　　 
　催促状を職 員の方が準備している様子は、大学図
書 館 の 公 式 Twitterでも紹介され、反響が大きかっ
たという。 「七不思議でもなんでもなく、定期的

にお送りしているものです（笑）返却期限が過 ぎている図書館資料をまだお持ちの方
は、次に借りたい人が借りられないので、速や かに返却してくださいね」と職員の方
からお言葉をいただいた。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証の結果、催促状は実際に送られているこ とがわかった。借りた本は期限を守っ
て返却し、みんなが快適に利用できる図書館に しよう。

延滞者に送る通知書

七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その

七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その七不思議その

２２１１

４４

本学に伝わる恐ろしい七不思議の一つ「１回 生の七夕までに彼氏彼女がで
きなければ、大学４年間は彼氏彼女ができ ない」。果たしてこの 噂 は 本

当 な の だ ろ う か 。 新 聞 総 部 で は 、Twitter で緊急アンケートを敢行し、
関学生延べ497人から回答を得た。その結果は、 「はい」と「いいえ」がちょう
ど50%ずつというものだった。 　　　　　　　　　　　　　 
　この結果をみなさんはどう受け止めるだろうか。 関学生の２人に１人が、１回生 
のうちに彼氏彼女ができないと、その後も恋人 がいない寂しい大学生活を送
ることになる……と悲観的に捉える人も多いの ではないだろうか。確かに、
数字だけ見ると厳しい現実を叩きつけられてい るといえる。しかし、彼氏彼女 

 がいない人が２人に１人いる
ということは、未来の彼氏彼女
候補がまだたくさんいるという
ことだ。関学生の全校生徒は約２万人。男女比は男子が約52%、
女子が約48%であるから、その半分とすると男子は約5,200人、
女子は約4,800人が、彼氏彼女がいないことになる。世界が明
るく見えてくるではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　検証結果は、１回生の七夕までに恋人ができなければ、その後
の大学生活でも恋人ができない可能性が50%というものだった。
この結果をどう受け止めるかはあなた次第。この七不思議に打ち
勝ち、１人でも多くの関学生が幸せを掴むことを祈っている。

「１
日に３人の神学部生に会うとその日は幸

せになれる」。　　　　　　　　　　　　 

　関学生ならこのような噂を一度は耳にしたこ

とがあるのではないだろうか。この噂の真相を

確かめようと、実際に３人の神学部の方にお会

いしてきた。協力してくださったのは、３回生

の江見かのんさん、山本万富華さん、幾野すみ

れさんだ。江見さんは笑顔で「神学部の学生数

は全関学生の１％にも達しないんです。そんな

私たちと１日に３人も会えたら、それは単純に

運がいい日ですよね！」と語る。　　　　　　 

　確かにそのとおりかもしれないと思いながら

私はその後１日を過ごした。　　　　　　　　 

　すると、中国語の授業で１回も当てられな

かったり、雨が降っていたのに私が外を歩くと

きは小雨になっていたり、些細なことながらも

幸せを感じることができたのだ。さらにその日

はもともと約束していたことではあるが、中学校の同級生たちと会って晩ご飯を

食べるという出来事もあった。その日私は幸せに過ごすことができたのだ。　　 

　あくまで私個人の体験ではあるが、神学部生に３人会うと幸せになれるのでは

ないかと思う。皆さんも１日に３人の神学部生に出会うことができたら、その日

は素敵な１日を過ごすことができるかもしれない。

取材に応じてくれた神学部の方々

ユーモアが光る生協の
『言わせて聞かせて』
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の
に
こ
そ
興
味
が
わ
き
、
そ
こ
に
楽
し
み
を
見
出
す
性
格
で
あ

る
。
サ
ッ
カ
ー
へ
の
興
味
に
関
し
て
も
、
プ
ロ
チ
ー
ム
の
誕
生

と
同
時
に
世
間
の
注
目
度
が
上
が
り
、
そ
れ
と
反
比
例
す
る
よ

う
に
自
身
の
関
心
度
は
下
が
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
と
い
う
学
問
を
選
択
し
た
理
由
に
も
、

興
味
深
い
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
た
と
き

と
似
た
よ
う
な
部
分
が
あ
っ
た
。
海
外
で
は
注
目
度
も
高
く
、

多
く
の
研
究
が
あ
り
日
本
で
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
自
体
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
英
語
教
育
と
い

う
観
点
か
ら
で
あ
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
を
学
問
と
し
て
研

究
し
て
い
る
研
究
者
は
少
な
い
。
そ
こ
に
、
教
授
は
魅
力
を
感

じ
研
究
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
見
出
し
た
の
だ
と
い
う
。「
自

分
が
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
が
何
か
を
知
る
こ

と
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
語
る
。

　
教
授
は
、
社
会
に
決
め
ら
れ
た
型
に
は
め
ら
れ
縛
ら
れ
る
こ

と
は
つ
ま
ら
な
く
、
縛
ら
れ
る
こ
と
で
視
野
が
狭
く
な
り
自
分

の
世
界
が
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
学
生
た
ち
に
も
「
自
由

で
あ
れ
、そ
し
て
自
分
ら
し
く
あ
る
よ
う
に
」と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
し
か
し
、
学
生
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
忘
れ
な
い
よ
う

に
と
も
付
け
加
え
た
。

　
今
回
は
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い
る
国
際
学
部
の

山
本
雅
代
教
授
を
取
材
し
た
。
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
と
は
、「
２

つ
の
言
語
が
交
叉
す
る
と
き
、
個
人
レ
ベ
ル
で
、
ま
た
社
会
レ

ベ
ル
で
生
じ
る
言
語
に
つ
い
て
の
諸
経
験
や
諸
事
情
」
の
こ
と

と
さ
れ
、
社
会
言
語
学
、
脳
科
学
、
心
理
学
、
教
育
学
や
言
語

学
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。
言
語
政
策
の
面

か
ら
い
え
ば
、
こ
の
学
問
は
政
治
学
の
観
点
か
ら
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
非
常
に
研
究
範
囲
が
広
い
学
問
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
山
本
教
授
は
社
会
言
語
学
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る

が
、
現
在
は
、
異
な
っ
た
母
語
を
持
つ
親
の
元
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
二
つ
の
言
語
に
接
す
る
機
会
を
持
つ
子
ど
も
の
言
語
発

達
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
授
は
、
大
学
生
時
代
に
一
番
熱
中
し
た
も
の
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
観
戦
を
挙
げ
た
。当
時
、サ
ッ
カ
ー
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー

ム
し
か
な
く
、注
目
度
も
現
在
と
比
較
す
る
と
低
か
っ
た
。サ
ッ

カ
ー
に
携
れ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
求
め
て
、
今
の
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
前
身
で
あ
る
蹴
球
協
会
の
門
を
叩
き
、
見
事
念
願
の
仕

事
を
手
に
入
れ
た
。
学
生
時
代
か
ら
、
団
体
に
自
分
を
売
り
込

む
と
い
っ
た
行
動
力
の
高
さ
を
み
せ
、
型
に
は
ま
ら
ず
自
由
に

自
身
の
熱
中
で
き
る
も
の
に
没
頭
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
趣
味
の
面
は
充
実
し
て
い
た
が
、
学
問
面
へ
の
興

味
は
薄
か
っ
た
と
い
う
。
教
授
は
、
人
が
注
目
し
て
い
な
い
も

やまもと　まさよ
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第
８
回
目
と
な
る
「
お
す
す
め

の
お
店
探
し
隊
」
で
は
、
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

が
満
載
の「Ucafe

」を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
お
店
は
、
薬
剤
師
の
資
格

を
持
つ
オ
ー
ナ
ー
の
巽た
つ
み

清き
よ

実み

さ
ん

が
、
自
身
の
知
識
を
生
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
特
徴
だ
。
ま
た
、
巽
さ

ち
ゃ
の
繊
維
が
感
じ
ら
れ
、
優
し

い
甘
さ
が
口
に
広
が
る
。

　
巽
さ
ん
は
「
口
か
ら
入
る
も
の

で
体
が
で
き
る
。
皆
さ
ん
に
良
い

食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の

カ
フ
ェ
が
少
し
で
も
そ
の
助
け
に

な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
お
店
に
込
め

た
思
い
を
語
っ
た
。

　
惣
菜
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可

能
で
、
平
日
限
定
で
学
生
ラ
ン
チ

（
８
０
０
円
）も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
『
知
恵
』
と
『
思

い
』
が
詰
ま
っ
た
「Ucafe

」
に

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

今
回
い
た
だ
い
た
の
はDeli set

（
１
３
０
０
円
）
と
、
か
ぼ
ち
ゃ

プ
リ
ン
（
４
７
０
円
）。Deli set

は
３
品
の
中
か
ら
１
品
選
べ
る
メ

イ
ン
、
お
す
す
め
の
惣
菜
１
品
、

玄
米
・
白
米
・
玄
米
と
白
米
の
半
々

か
ら
選
べ
る
ご
飯
、サ
ラ
ダ
、ス
ー

プ
、
ド
リ
ン
ク
付
き
と
い
う
贅
沢

さ
で
あ
る
。
メ
イ
ン
料
理
で
特
に

人
気
な
の
は
豆
腐
春
巻
だ
。
豆
腐

春
巻
は
そ
の
名
の
通
り
、
た
っ
ぷ

り
の
豆
腐
が
包
ま
れ
て
お
り
、
今

ま
で
の
春
巻
の
概
念
が
覆
さ
れ

る
。
豆
腐
と
一
緒
に
包
ま
れ
た
大

葉
と
カ
ニ
カ
マ
が
彩
り
と
味
の
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
惣
菜

は
調
理
に
よ
る
栄
養
素
の
喪
失
を

防
ぐ
調
理
器
具
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
素
材
本
来
の
甘
み
が
感
じ

ら
れ
る
。
お
米
に
も
こ
だ
わ
り
が

あ
り
『
幻
の
お
米
』
と
呼
ば
れ
る

島
根
県
奥
出
雲
の
仁
多
米
を
使
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
プ

リ
ン
は
、
手
間
暇
か
け
た
工
程
を

経
て
提
供
さ
れ
る
。
程
よ
く
か
ぼ

Deli	set（1300円）

美味しそうな惣菜が並ぶ店内

ナチュラルなイメージの店構え

　
運
と
幸
運
が
ま
っ
た
く
別
物
で

あ
る
こ
と
を
あ
な
た
は
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
運
は
そ
う

巡
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
し
、

巡
っ
て
き
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
離

れ
て
し
ま
う
。
だ
が
幸
運
を
掴
み

と
る
た
め
の
準
備
を
す
れ
ば
誰
に

で
も
幸
せ
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
の
だ
。
こ
の
本
は
幸
運
を
掴

み
と
る
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ

る
。

　
主
人
公
の
マ
ッ
ク
ス
は
、
公
園

の
ベ
ン
チ
で
幼
馴
染
の
ジ
ム
と
54

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
マ
ッ
ク
ス

は
、
祖
父
か
ら
教
わ
っ
た
「
魅
惑

の
森
」
の
物
語
を
、
仕
事
も
財
産

も
す
べ
て
を
失
っ
た
ジ
ム
に
聞
か

せ
た
。

　
黒
の
騎
士
ノ
ッ
ト
と
白
の
騎
士

シ
ド
は
、
宮
廷
魔
女
師
マ
ー
リ
ン

の
命
令
で
、
す
べ
て
の
面
で
限
り

な
い
幸
運
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

魔
法
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
に
、

王
国
か
ら
12
丘
超
え
た
「
魅
惑
の

森
」
に
旅
立
つ
。

　
「
魅
惑
の
森
」
に
到
着
し
た

ノ
ッ
ト
と
シ
ド
は
、
地
面
に
詳
し

い
ノ
ー
ム
王
や
湖
の
女
王
、
森
の

主
セ
コ
イ
ア
、
石
の
母
ス
ト
ン
に

話
を
聞
き
に
行
く
が
、
皆
に
「
魔

法
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
こ
の
森
に
は

生
え
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
同
じ
様
な
返
答
を
さ
れ
て
も

ノ
ッ
ト
は
ひ
た
す
ら
魔
法
の
ク

ロ
ー
バ
ー
の
あ
り
か
を
聞
く
だ
け

で
何
も
せ
ず
、
シ
ド
は
な
ぜ
魔
法

の
ク
ロ
ー
バ
ー
が
こ
の
森
に
は
生

え
な
い
の
か
理
由
を
聞
き
出
し
、

後
に
２
人
は
違
う
行
動
に
出
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
と
っ
た
行
動
の
末
、

魔
法
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
果
た
し
て

見
つ
か
る
の
か
…
。
そ
し
て
、
こ

の
話
を
語
る
マ
ッ
ク
ス
と
、
聞
き

入
る
ジ
ム
の
身
に
い
っ
た
い
何
が

起
き
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

　
こ
の
本
を
読
ん
だ
後
、
あ
な
た

は
偶
然
を
待
つ
だ
け
で
は
駄
目
だ

と
気
づ
き
、
す
ぐ
に
行
動
し
た
く

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
本
の

中
で
語
ら
れ
て
い
る
「
欲
す
る
ば

か
り
で
は
幸
運
を
手
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
幸
運
を
呼
び
込

む
た
め
の
１
つ
の
鍵
は
、
人
に
手

を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
広
い
心
」
と

い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
お
り
、
本

書
を
通
じ
て
人
に
手
を
差
し
の
べ

ら
れ
る
広
い
心
が
生
ま
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
の
本
を
読
ん
で
あ
な

た
も
、
偶
然
巡
っ
て
く
る
運
を
待

つ
だ
け
で
は
な
く
、
幸
運
を
自
分

の
手
で
掴
み
と
ろ
う
。

ん
は
自
ら
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
も

し
て
お
り
、
お
店
の
料
理
に
は
自

家
製
の
野
菜
も
使
わ
れ
て
い
る
。

店
内
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て

い
た
巽
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
イ
ン
テ

リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
に
し
た
映
像
作

品
の
ロ
ケ
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る

ほ
ど
異
国
情
緒
が
漂
う
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、

日
替
わ
り
で
７
種
類
ほ
ど
作
ら

れ
る
惣
菜
を
選
べ
る
も
の
だ
。 

☆基本情報☆
◦住所：兵庫県西宮市松籟荘8-14-102
◦アクセス：阪急甲東園駅西口徒歩2分
◦営業時間：11：00−19：00

（早めに閉店することあり）
◦定休日：日曜不定休

（不定期でプリフィック
スランチを開催。詳細
はFacebookをご覧くだ
さい）

◦TEL：0798−51−7747
◦Facebook：

https://www.facebook.com/ucafearigatou/
――――――――――――――
４名以上で夜の予約可能
不定期で料理教室開催。
開催はFacebookでお知らせします。
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テ
ラ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

が
生
ま
れ
始
め
た
と
い
う
。ま
た
、

自
身
が
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
高
校

時
代
か
ら
日
記
を
つ
け
続
け
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１
５
年
５

月
、
自
分
の
文
章
で
本
を
作
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

　
本
を
作
る
上
で
の
費
用
を
得
る

た
め
、
加
藤
さ
ん
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
ウ
ェ
ブ

K.G. studio

　
少
年
は
ネ
オ
ン
の
中
を
ス
キ
ッ
プ
で
駆
け
回
っ
た
。
夜
空
は
あ
い
に

く
の
曇
り
で
、
星
は
お
ろ
か
、
月
さ
え
も
見
え
な
い
。
人
工
の
明
か
り

ば
か
り
が
輝
く
街
は
、
仮
装
を
し
た
人
々
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

「
あ
の
世
は
、
僕
の
も
の
」

　
大
人
た
ち
の
け
た
た
ま
し
い
笑
い
声
が
響
く
中
、
少
年
は
歌
っ
た
。

地
面
に
は
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
を
、
彼
は
つ
ま
先
で
蹴
り
上
げ
た
。
そ
の
ま
ま
、
い
た
ず
ら
を
放
棄

し
た
人
々
の
間
を
す
り
抜
け
て
い
く
。

　
自
分
が
ど
こ
か
ら
来
た
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
少
年
は
そ
ん
な
こ

と
気
に
も
留
め
ず
、
た
だ
高
揚
し
て
い
た
。
街
を
包
む
光
も
、
少
年
の

肌
を
く
す
ぐ
る
く
ら
い
で
、
怖
く
は
な
い
。

「
こ
の
世
も
、
僕
の
も
の
」

　
見
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
上
機
嫌
で
駆
け
る
子
供
た
ち
が
同
じ
歌
を
歌
っ

て
い
る
。
ま
る
で
世
界
を
手
に
し
て
踊
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
な
の

に
大
人
た
ち
は
、
は
し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
を
無
視
し
、
お
か
し
な
格
好
で

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。

　
気
が
付
い
た
少
年
は
不
思
議
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ぴ
た
り
と
足
を

止
め
た
。

「
世
界
は
、
僕
の
も
の
」

　
一
つ
、
少
年
は
そ
れ
だ
け
つ
ぶ
や
い
て
歌
う
こ
と
も
や
め
た
。
す
る

と
突
然
あ
た
り
の
光
が
滲
み
始
め
た
。
視
界
の
端
が
点
滅
し
、
少
年
は

ま
ぶ
し
く
て
目
を
閉
じ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
薄
目
を
開
け
る
と
、

大
通
り
か
ら
つ
な
が
る
広
場
の
中
心
、
寂
し
そ
う
に
置
か
れ
た
闇
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
た
。

　
闇
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
ら
、
瞼
の
裏
ま
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
が
蝕

ん
で
き
て
、
少
年
は
焦
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
本
能
的
に
知
っ
た
彼
は
、
救
い
を
求
め
て
暗
い
方
へ
走
っ
た
。

　
そ
こ
は
光
の
届
か
な
い
、静
か
な
場
所
だ
っ
た
。
し
か
し
先
客
が
い
た
。

汚
ら
し
い
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
た
、
大
人
の
男
。
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
そ

の
男
は
、
開
い
た
両
足
の
間
で
手
を
組
み
、
う
な
だ
れ
て
い
た
。
背
後

に
は
、
少
年
の
目
か
ら
し
て
も
、
絶
望
が
見
え
た
。

「
お
じ
さ
ん
」

　
し
か
し
無
邪
気
な
少
年
は
、
臆
す
る
こ
と
も
な
く
声
を
掛
け
た
。

「
そ
こ
で
何
を
し
て
る
の
？
」

　
少
年
を
見
上
げ
た
男
の
顔
は
と
て
も
疲
れ
て
い
た
。
痩
せ
細
り
、
眼

球
は
落
ち
込
み
、
頬
は
こ
け
て
い
た
。
男
は
、
唾
液
が
糸
を
引
く
そ
の

唇
を
、
重
苦
し
そ
う
に
動
か
し
た
。

「
お
前
た
ち
が
光
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
俺
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
る

ハ
メ
に
な
っ
た
ん
だ
」

　
男
の
言
っ
て
い
る
意
味
が
分
か
ら
ず
、
少
年
は
首
を
傾
げ
た
。
そ
れ

を
見
て
、心
の
内
に
同
情
と
諦
観
が
湧
い
た
男
は
、嘲
る
よ
う
に
笑
っ
た
。

「
で
も
、
き
っ
と
お
前
た
ち
に
罪
は
な
い
。
俺
は
そ
う
思
う
」

　
ゆ
っ
く
り
と
懐
に
手
を
入
れ
た
男
。
取
り
出
し
た
の
は
、
カ
ブ
を
く

り
ぬ
い
て
作
ら
れ
た
提
灯
だ
っ
た
。
ま
だ
明
か
り
は
灯
っ
て
い
な
い
。

「
悪
く
思
わ
な
い
で
く
れ
」

　
見
え
な
い
合
図
で
、
提
灯
か
ら
勢
い
よ
く
放
た
れ
た
光
は
、
刹
那
の

間
、
街
の
輪
郭
を
眩
ま
し
た
。
男
の
周
り
に
闇
が
戻
っ
た
と
き
、
少
年

の
姿
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
っ
き
ま
で
歌
を
歌
っ
て
い
た
子
供
た
ち

も
、
も
う
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
残
っ
た
の
は
、文
明
の
光
と
、冷
た
く
て
下
品
な
笑
い
声
だ
け
だ
っ
た
。

「
罪
深
い
の
は
、
人
間
の
方
だ
ろ
う
」

　
提
灯
の
明
か
り
、そ
し
て
闇
と
と
も
に
、一
人
の
男
︱
︱
ジ
ャ
ッ
ク
は
、

狭
間
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ズ
・
ザ
・
ダ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
或
る
男
の
憂
鬱
』

　
　
　
　
　
　
　
　
田
部 

ゆ
る
か

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G.	
PEOPLEです。タイムスリップでは神戸新聞社
に勤める増井哲夫さんに、K.G.PEOPLEでは人
との出会いを本にした加藤雄太さんに話を聞き
ました。

加藤　雄太さん（経・３）
♯20．

　
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い

る
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

関
す
る
取
材
、
と
り
わ
け
遺
族
へ

の
取
材
で
す
。

　
大
学
で
は
、
国
際
関
係
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
社
会
問
題
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か

を
調
べ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

身
近
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
読
売
新
聞
社
に
就

　
道
行
く
見
知
ら
ぬ
人
に
「
は
じ

め
ま
し
て
」
と
声
を
か
け
、
何
気

な
い
会
話
を
す
る
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
人
と
の
話
を
文
字
に
し
、

写
真
と
と
も
に
一
冊
の
本
を
作
っ

た
加
藤
雄
太
さ
ん
（
経
・
３
）
に

話
を
聞
い
た
。 

　
も
と
も
と
人
と
話
す
こ
と
が
好

き
だ
と
い
う
加
藤
さ
ん
。
多
く
の

人
と
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の

活
動
を
通
し
て
人
の
ス
ト
ー
リ
ー

上
に
自
分
の
思
い
や
、
や
り
た
い

こ
と
な
ど
を
書
き
込
み
、
そ
れ
を

見
て
共
感
を
得
た
不
特
定
多
数
の

人
が
投
資
を
す
る
、
と
い
う
シ
ス

テ
ム
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
期
限
内

で
自
身
の
目
標
額
を
超
え
る
投
資

が
あ
り
、
自
費
出
版
に
て
今
年
６

月
に
神
戸
で
出
会
っ
た
人
た
ち
の

話
を
中
心
と
し
た
本
『HAZIME

︱MASHITE

』
を
出
版
し
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
「
こ
の
活
動
を
し

て
い
る
と
、
自
分
が
話
し
か
け
な

け
れ
ば
多
分
こ
の
先
、
出
会
わ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
と
仲
良
く
な

り
、
食
事
に
行
く
な
ど
の
交
流
を

経
て
、
次
第
に
自
分
の
活
動
を
応

援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
す
ご
く
嬉
し
い
」
と
話
す
。

　
今
後
、
も
っ
と
人
の
価
値
観
に

つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
考
え
、

日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
海
外
に

も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
作
っ

た
本
が
出
版
社
を
通
し
て
、
海
外

で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

目
標
だ
。
ま
ず
は
、
英
語
で
話
を

相
手
に
す
る
と
き
に
オ
チ
を
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
英
語
力
の
向
上

が
課
題
の
一
つ
だ
そ
う
。

　
「
も
っ
と
み
ん
な
優
し
く
な
れ

ば
い
い
の
に
」
と
話
す
加
藤
さ
ん

の
本
か
ら
は
、
人
が
初
対
面
の
人

だ
か
ら
こ
そ
話
す
こ
と
の
で
き
る

本
音
や
伝
え
た
い
こ
と
が
刻
ま
れ

て
い
て
、
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
愛
で
溢
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
海
外
進
出
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
加
藤
さ
ん
の
道
行
く

人
に
話
し
か
け
る
『HAZIME

︱

MASHITE

』 

の
活
動
に
期
待
だ
。 

か
け
で
ベ
ネ
ッ
セ
に
転
職
。

　
ネ
ッ
ト
記
事
の
執
筆
や
教
育
学

者
向
け
の
情
報
誌
の
編
集
作
業
を

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
記
者
の
仕

事
へ
の
未
練
を
断
ち
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
幸
運
な
こ
と
に
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
報
道
を
社
命
と
す

る
神
戸
新
聞
社
に
転
職
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
た
り
前
で
す
が
、
震
災
報
道

以
外
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
は
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
な
が

ら
震
災
遺
族
の
リ
サ
ー
チ
を
続
け

ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
震
災

を
体
験
し
た
遺
児
ら
に
話
を
聞
い

た
「
あ
の
こ
ろ
ボ
ク
た
ち
は
」
と

職
し
ま
し
た
。

　
初
任
地
の
高
知
県
で
、
修
学
旅

行
中
の
高
校
生
ら
が
犠
牲
に
な
っ

た
上
海
列
車
事
故（
１
９
８
８
年
）

の
遺
族
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
感
じ
た
遺
族
の
無
念
、
大

切
な
人
を
亡
く
し
、
そ
こ
か
ら
歩

み
だ
そ
う
と
す
る
姿
を
伝
え
る
こ

と
が
、同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
、

あ
る
い
は
、
経
験
す
る
人
た
ち
、

そ
の
周
囲
に
い
る
人
た
ち
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
来
、
震
災
取
材
班
で

遺
族
の
取
材
を
し
た
り
、
病
気
で

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
た
ち
の
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
や
小
児
が
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
学
校
復
帰
に
関
す
る
連

載
を
し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

教
育
担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

い
う
連
載
な
ど
、
い
く
つ
か
の
取

材
は
形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

震
災
か
ら
20
年
の
昨
年
、
関
西
学

院
大
学
で
学
び
、
亡
く
な
っ
た
下

宿
生
に
ま
つ
わ
る
話
を
連
載
し
ま

し
た
。
元
関
学
生
と
し
て
の
使
命

感
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
半

が
県
外
に
い
る
遺
族
で
、
手
紙
で

取
材
を
お
願
い
し
、
同
期
生
や
友

人
ら
に
も
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
３
人
の
下
宿
生
に
つ
い

て
紹
介
。
震
災
で
恋
人
を
亡
く
し

た
女
性
は
取
材
を
受
け
た
後
、
今

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
切
さ
を
見
つ

め
な
お
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
か

の
遺
族
も
、
被
災
地
か
ら
や
っ
て

き
た
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、

一
緒
に
震
災
の
記
憶
を
た
ど
る
よ

う
な
取
材
で
し
た
。

　
今
は
子
ど
も
新
聞
「
週
刊
ま
な

び
ー
」の
デ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
、
遺
族
取
材

は
続
け
て
い
き
ま
す
。
犠
牲
者
の

数
に
比
べ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
私

た
ち
が
伝
え
る
こ
と
の
で
き
た
の

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い

の
で
す
か
ら
。

　
関
学
は
自
分
の
学
科
や
専
攻
に

と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
学
べ
る
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
単
位
を
取
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
自
分
が
調
べ
た
い
と
思

う
こ
と
の
た
め
の
時
間
を
頑
張
っ

て
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

し
た
学
び
の
中
で
見
い
だ
し
た
こ

と
は
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
豊
か

に
、
そ
し
て
楽
し
く
し
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
神
戸
新
聞

社
報
道
部
デ
ス
ク（
子
ど
も
新
聞「
週

刊
ま
な
び
ー
」・
教
育
担
当
）
の
増

井
哲
夫
さ
ん
。
学
生
時
代
の
思
い
出

や
現
在
の
職
場
に
い
た
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

（
　
年
卒
）

’91

第
14
回

第
15
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

増
井
　
哲
夫 

さ
ん

増井　哲夫（ますい・てつお）
　1967年生まれ。尼崎市出
身。1987年に関西学院大学社
会学部に入学、1991年に卒
業。1992年に読売新聞社に入
社。2006年に退社し、ベネッ
セに入社。翌年に退社し、神
戸新聞社に入社。現在、子ど
も新聞「週刊まなびー」と教
育を担当している。

加藤さんファーストブック
『HAZIME-MASHITE』

折角堂、トンカ書店、1003、プ
ラネットEartH、関西学院大学上ケ
原、三田キャンパス生協にて好評発
売中！！
※Instagramアカウント@hazime 
_mashite_からも注文可能
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テ
ラ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

が
生
ま
れ
始
め
た
と
い
う
。ま
た
、

自
身
が
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
高
校

時
代
か
ら
日
記
を
つ
け
続
け
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１
５
年
５

月
、
自
分
の
文
章
で
本
を
作
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

　
本
を
作
る
上
で
の
費
用
を
得
る

た
め
、
加
藤
さ
ん
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
ウ
ェ
ブ

K.G. studio

　
少
年
は
ネ
オ
ン
の
中
を
ス
キ
ッ
プ
で
駆
け
回
っ
た
。
夜
空
は
あ
い
に

く
の
曇
り
で
、
星
は
お
ろ
か
、
月
さ
え
も
見
え
な
い
。
人
工
の
明
か
り

ば
か
り
が
輝
く
街
は
、
仮
装
を
し
た
人
々
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

「
あ
の
世
は
、
僕
の
も
の
」

　
大
人
た
ち
の
け
た
た
ま
し
い
笑
い
声
が
響
く
中
、
少
年
は
歌
っ
た
。

地
面
に
は
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
を
、
彼
は
つ
ま
先
で
蹴
り
上
げ
た
。
そ
の
ま
ま
、
い
た
ず
ら
を
放
棄

し
た
人
々
の
間
を
す
り
抜
け
て
い
く
。

　
自
分
が
ど
こ
か
ら
来
た
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
少
年
は
そ
ん
な
こ

と
気
に
も
留
め
ず
、
た
だ
高
揚
し
て
い
た
。
街
を
包
む
光
も
、
少
年
の

肌
を
く
す
ぐ
る
く
ら
い
で
、
怖
く
は
な
い
。

「
こ
の
世
も
、
僕
の
も
の
」

　
見
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
上
機
嫌
で
駆
け
る
子
供
た
ち
が
同
じ
歌
を
歌
っ

て
い
る
。
ま
る
で
世
界
を
手
に
し
て
踊
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
な
の

に
大
人
た
ち
は
、
は
し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
を
無
視
し
、
お
か
し
な
格
好
で

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。

　
気
が
付
い
た
少
年
は
不
思
議
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ぴ
た
り
と
足
を

止
め
た
。

「
世
界
は
、
僕
の
も
の
」

　
一
つ
、
少
年
は
そ
れ
だ
け
つ
ぶ
や
い
て
歌
う
こ
と
も
や
め
た
。
す
る

と
突
然
あ
た
り
の
光
が
滲
み
始
め
た
。
視
界
の
端
が
点
滅
し
、
少
年
は

ま
ぶ
し
く
て
目
を
閉
じ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
薄
目
を
開
け
る
と
、

大
通
り
か
ら
つ
な
が
る
広
場
の
中
心
、
寂
し
そ
う
に
置
か
れ
た
闇
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
た
。

　
闇
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
ら
、
瞼
の
裏
ま
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
が
蝕

ん
で
き
て
、
少
年
は
焦
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
本
能
的
に
知
っ
た
彼
は
、
救
い
を
求
め
て
暗
い
方
へ
走
っ
た
。

　
そ
こ
は
光
の
届
か
な
い
、静
か
な
場
所
だ
っ
た
。
し
か
し
先
客
が
い
た
。

汚
ら
し
い
衣
服
を
身
に
ま
と
っ
た
、
大
人
の
男
。
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
そ

の
男
は
、
開
い
た
両
足
の
間
で
手
を
組
み
、
う
な
だ
れ
て
い
た
。
背
後

に
は
、
少
年
の
目
か
ら
し
て
も
、
絶
望
が
見
え
た
。

「
お
じ
さ
ん
」

　
し
か
し
無
邪
気
な
少
年
は
、
臆
す
る
こ
と
も
な
く
声
を
掛
け
た
。

「
そ
こ
で
何
を
し
て
る
の
？
」

　
少
年
を
見
上
げ
た
男
の
顔
は
と
て
も
疲
れ
て
い
た
。
痩
せ
細
り
、
眼

球
は
落
ち
込
み
、
頬
は
こ
け
て
い
た
。
男
は
、
唾
液
が
糸
を
引
く
そ
の

唇
を
、
重
苦
し
そ
う
に
動
か
し
た
。

「
お
前
た
ち
が
光
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
俺
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
る

ハ
メ
に
な
っ
た
ん
だ
」

　
男
の
言
っ
て
い
る
意
味
が
分
か
ら
ず
、
少
年
は
首
を
傾
げ
た
。
そ
れ

を
見
て
、心
の
内
に
同
情
と
諦
観
が
湧
い
た
男
は
、嘲
る
よ
う
に
笑
っ
た
。

「
で
も
、
き
っ
と
お
前
た
ち
に
罪
は
な
い
。
俺
は
そ
う
思
う
」

　
ゆ
っ
く
り
と
懐
に
手
を
入
れ
た
男
。
取
り
出
し
た
の
は
、
カ
ブ
を
く

り
ぬ
い
て
作
ら
れ
た
提
灯
だ
っ
た
。
ま
だ
明
か
り
は
灯
っ
て
い
な
い
。

「
悪
く
思
わ
な
い
で
く
れ
」

　
見
え
な
い
合
図
で
、
提
灯
か
ら
勢
い
よ
く
放
た
れ
た
光
は
、
刹
那
の

間
、
街
の
輪
郭
を
眩
ま
し
た
。
男
の
周
り
に
闇
が
戻
っ
た
と
き
、
少
年

の
姿
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
っ
き
ま
で
歌
を
歌
っ
て
い
た
子
供
た
ち

も
、
も
う
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
残
っ
た
の
は
、文
明
の
光
と
、冷
た
く
て
下
品
な
笑
い
声
だ
け
だ
っ
た
。

「
罪
深
い
の
は
、
人
間
の
方
だ
ろ
う
」

　
提
灯
の
明
か
り
、そ
し
て
闇
と
と
も
に
、一
人
の
男
︱
︱
ジ
ャ
ッ
ク
は
、

狭
間
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ズ
・
ザ
・
ダ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
或
る
男
の
憂
鬱
』

　
　
　
　
　
　
　
　
田
部 

ゆ
る
か

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G.	
PEOPLEです。タイムスリップでは神戸新聞社
に勤める増井哲夫さんに、K.G.PEOPLEでは人
との出会いを本にした加藤雄太さんに話を聞き
ました。

加藤　雄太さん（経・３）
♯20．

　
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い

る
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

関
す
る
取
材
、
と
り
わ
け
遺
族
へ

の
取
材
で
す
。

　
大
学
で
は
、
国
際
関
係
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
社
会
問
題
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か

を
調
べ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

身
近
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
読
売
新
聞
社
に
就

　
道
行
く
見
知
ら
ぬ
人
に
「
は
じ

め
ま
し
て
」
と
声
を
か
け
、
何
気

な
い
会
話
を
す
る
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
人
と
の
話
を
文
字
に
し
、

写
真
と
と
も
に
一
冊
の
本
を
作
っ

た
加
藤
雄
太
さ
ん
（
経
・
３
）
に

話
を
聞
い
た
。 

　
も
と
も
と
人
と
話
す
こ
と
が
好

き
だ
と
い
う
加
藤
さ
ん
。
多
く
の

人
と
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の

活
動
を
通
し
て
人
の
ス
ト
ー
リ
ー

上
に
自
分
の
思
い
や
、
や
り
た
い

こ
と
な
ど
を
書
き
込
み
、
そ
れ
を

見
て
共
感
を
得
た
不
特
定
多
数
の

人
が
投
資
を
す
る
、
と
い
う
シ
ス

テ
ム
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
期
限
内

で
自
身
の
目
標
額
を
超
え
る
投
資

が
あ
り
、
自
費
出
版
に
て
今
年
６

月
に
神
戸
で
出
会
っ
た
人
た
ち
の

話
を
中
心
と
し
た
本
『HAZIME

︱MASHITE

』
を
出
版
し
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
「
こ
の
活
動
を
し

て
い
る
と
、
自
分
が
話
し
か
け
な

け
れ
ば
多
分
こ
の
先
、
出
会
わ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
と
仲
良
く
な

り
、
食
事
に
行
く
な
ど
の
交
流
を

経
て
、
次
第
に
自
分
の
活
動
を
応

援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
す
ご
く
嬉
し
い
」
と
話
す
。

　
今
後
、
も
っ
と
人
の
価
値
観
に

つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
考
え
、

日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
海
外
に

も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
作
っ

た
本
が
出
版
社
を
通
し
て
、
海
外

で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

目
標
だ
。
ま
ず
は
、
英
語
で
話
を

相
手
に
す
る
と
き
に
オ
チ
を
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
英
語
力
の
向
上

が
課
題
の
一
つ
だ
そ
う
。

　
「
も
っ
と
み
ん
な
優
し
く
な
れ

ば
い
い
の
に
」
と
話
す
加
藤
さ
ん

の
本
か
ら
は
、
人
が
初
対
面
の
人

だ
か
ら
こ
そ
話
す
こ
と
の
で
き
る

本
音
や
伝
え
た
い
こ
と
が
刻
ま
れ

て
い
て
、
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
愛
で
溢
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
海
外
進
出
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
加
藤
さ
ん
の
道
行
く

人
に
話
し
か
け
る
『HAZIME

︱

MASHITE

』 

の
活
動
に
期
待
だ
。 

か
け
で
ベ
ネ
ッ
セ
に
転
職
。

　
ネ
ッ
ト
記
事
の
執
筆
や
教
育
学

者
向
け
の
情
報
誌
の
編
集
作
業
を

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
記
者
の
仕

事
へ
の
未
練
を
断
ち
切
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
幸
運
な
こ
と
に
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
報
道
を
社
命
と
す

る
神
戸
新
聞
社
に
転
職
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
た
り
前
で
す
が
、
震
災
報
道

以
外
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
は
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
な
が

ら
震
災
遺
族
の
リ
サ
ー
チ
を
続
け

ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
震
災

を
体
験
し
た
遺
児
ら
に
話
を
聞
い

た
「
あ
の
こ
ろ
ボ
ク
た
ち
は
」
と

職
し
ま
し
た
。

　
初
任
地
の
高
知
県
で
、
修
学
旅

行
中
の
高
校
生
ら
が
犠
牲
に
な
っ

た
上
海
列
車
事
故（
１
９
８
８
年
）

の
遺
族
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
感
じ
た
遺
族
の
無
念
、
大

切
な
人
を
亡
く
し
、
そ
こ
か
ら
歩

み
だ
そ
う
と
す
る
姿
を
伝
え
る
こ

と
が
、同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
、

あ
る
い
は
、
経
験
す
る
人
た
ち
、

そ
の
周
囲
に
い
る
人
た
ち
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
来
、
震
災
取
材
班
で

遺
族
の
取
材
を
し
た
り
、
病
気
で

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
た
ち
の
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
や
小
児
が
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
学
校
復
帰
に
関
す
る
連

載
を
し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

教
育
担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

い
う
連
載
な
ど
、
い
く
つ
か
の
取

材
は
形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

震
災
か
ら
20
年
の
昨
年
、
関
西
学

院
大
学
で
学
び
、
亡
く
な
っ
た
下

宿
生
に
ま
つ
わ
る
話
を
連
載
し
ま

し
た
。
元
関
学
生
と
し
て
の
使
命

感
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
半

が
県
外
に
い
る
遺
族
で
、
手
紙
で

取
材
を
お
願
い
し
、
同
期
生
や
友

人
ら
に
も
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
３
人
の
下
宿
生
に
つ
い

て
紹
介
。
震
災
で
恋
人
を
亡
く
し

た
女
性
は
取
材
を
受
け
た
後
、
今

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
切
さ
を
見
つ

め
な
お
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
か

の
遺
族
も
、
被
災
地
か
ら
や
っ
て

き
た
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、

一
緒
に
震
災
の
記
憶
を
た
ど
る
よ

う
な
取
材
で
し
た
。

　
今
は
子
ど
も
新
聞
「
週
刊
ま
な

び
ー
」の
デ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
、
遺
族
取
材

は
続
け
て
い
き
ま
す
。
犠
牲
者
の

数
に
比
べ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
私

た
ち
が
伝
え
る
こ
と
の
で
き
た
の

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い

の
で
す
か
ら
。

　
関
学
は
自
分
の
学
科
や
専
攻
に

と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
学
べ
る
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
単
位
を
取
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
自
分
が
調
べ
た
い
と
思

う
こ
と
の
た
め
の
時
間
を
頑
張
っ

て
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

し
た
学
び
の
中
で
見
い
だ
し
た
こ

と
は
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
豊
か

に
、
そ
し
て
楽
し
く
し
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
神
戸
新
聞

社
報
道
部
デ
ス
ク（
子
ど
も
新
聞「
週

刊
ま
な
び
ー
」・
教
育
担
当
）
の
増

井
哲
夫
さ
ん
。
学
生
時
代
の
思
い
出

や
現
在
の
職
場
に
い
た
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

（
　
年
卒
）

’91

第
14
回

第
15
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

増
井
　
哲
夫 

さ
ん

増井　哲夫（ますい・てつお）
　1967年生まれ。尼崎市出
身。1987年に関西学院大学社
会学部に入学、1991年に卒
業。1992年に読売新聞社に入
社。2006年に退社し、ベネッ
セに入社。翌年に退社し、神
戸新聞社に入社。現在、子ど
も新聞「週刊まなびー」と教
育を担当している。

加藤さんファーストブック
『HAZIME-MASHITE』

折角堂、トンカ書店、1003、プ
ラネットEartH、関西学院大学上ケ
原、三田キャンパス生協にて好評発
売中！！
※Instagramアカウント@hazime 
_mashite_からも注文可能
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夏休み企画

Why did you come to　　　 ?t

　長いようで
短かった夏休

みはもう終わ
っ

てしまったが
、皆さんは夏

休みをどのよ
う

に過ごされた
だろうか。ア

ルバイトやサ
ー

クル活動、留
学、ボランテ

ィアと人によ
っ

て様々だろう
。そんな中、

授業もないの
に

キャンパスへ
来ていた学生

にはどのよう
な

目的があった
のか。西宮上

ケ原キャンパ
ス

の各所で取材
してみた。

　
旧
学
生
会
館
ポ
ケ
ッ
ト
マ
マ
前
の
ベ
ン
チ
で
出

会
っ
た
の
は
阪
井
歴れ

き

さ
ん
（
法
・
４
）、
髙
橋
一か

ず

生き

さ
ん
（
総
・
３
）、
前ま
え

田た

遥
さ
ん
（
商
・
４
）
で
す
。

三
人
は
文
化
総
部
軽
音
楽
部
に
所
属
し
、
こ
の
日
は

午
後
か
ら
行
わ
れ
る
練
習
の
た
め
に
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
ま
し
た
。
軽
音
楽
部
は
12
月
は
じ
め
の
定
期

演
奏
会
に
向
け
て
少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
る
そ

う
な
の
で
、
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
旧
学
生
会
館
前
の
広
場
で
出
会
っ
た
の
は
体
育
会
サ
ッ
カ
ー

部
所
属
の
石
本
大だ

い

祐す
け

さ
ん
（
商
・
４
）
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
練
習
で
肌
が
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
、
ま
さ
に
健
康
的
な
ア

ス
リ
ー
ト
と
い
っ
た
風
貌
で
す
ね
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
関
西
学
生

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
秋
の
試
合
に
備
え
て
日
々
練
習
に
励
ん
で

お
り
、
こ
の
夏
季
休
暇
も
石
川
県
へ
遠
征
を
行
う
な
ど
夏
に
負

け
な
い
熱
意
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
午
後
か
ら
の
練
習

が
あ
る
の
で
、
昼
食
で
英
気
を
養
っ
て
い
ま
し
た
。

          

　
こ
の
よ
う
に 

　
　
　
　
　
長
期
休
暇
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
て
い
た
。
一
方

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

学
生
以
外
の
人
々
の
姿
も

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
特

に
昼
時
の
食
堂
で
は
、
他

校
の
学
生
や
親
子
連
れ
で

賑
わ
っ
て
い
た
。
様
々
な

人
々
が
、
様
々
な
目
的
で

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
取
材
で
は
、
結

果
的
に
３
、４
回
生
へ
の

取
材
が
中
心
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
１
、２
回
生

の
動
向
も
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
夏
季
休
暇
中
で
も
人
々
の
行
き
交
う
大
学
図
書
館
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
出
会
っ
た
の
は
中
村
祐
太
さ
ん（
文
・

４
）
で
す
。
彼
は
就
職
活
動
に
欠
か
せ
な
い
卒
業
見
込

証
明
書
を
発
行
す
る
た
め
に
大
学
図
書
館
ま
で
や
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
夏
季
休
暇
真
っ
只
中
で
30
度
を
超
す

猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る
大
切

な
就
職
活
動
な
の
で
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

軽音に捧げる
最後の夏

旧学生会館

就活にも
負けない！

大学図書館

勝利を目指せ！
秋のリーグ戦

旧学生会館前広場

　
Ｈ
号
館
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で
出
会
っ
た
の

は
中
江
裕
さ
ん
（
経
・
３
）
と
白
澤
す
み
れ
さ
ん

（
経
・
３
）
の
二
人
で
す
。
二
人
は
経
済
学
部
の
ゼ

ミ
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
に
つ
い
て

の
話
や
夏
合
宿
の
相
談
を
一
緒
に
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
は
夏
季
休
暇
も
冷
房
が

効
い
て
い
て
、
勉
強
や
話
し
合
い
に
最
適
と
い
え
ま

す
。
ま
さ
に
頑
張
る
学
生
の
強
い
味
方
で
す
。

ゼミの仲間と共に
Ｈ号館 ラーニングコモンズ

編
集　後

記


